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学校マネジメント と校長のリーダーシップ  
実践の歩みを振り返る  

巨田 尚彦

はじめに  

 私が学校マネジメントとリーダーシップの重要

性を意識するようになったのは、1994 年（平成 6

年）～1998 年（平成 10 年）５年間の県教育研究

所における課長時代、1999 年（平成 11 年）～2000

年（平成 12 年）２年間の県立高等学校の教頭時代

に遡る。学校教育を取り巻く環境変化も激しく、

私のこれまでの教育観・教師観が揺らいでいくの

を実感する時期でもあった。その後、2001 年（平

成 13 年）～2004 年（平成 16 年）の４年間は２校

の公立高等学校校長、さらに 2006 年（平成 18 年）

～2009 年（平成 21 年）の４年間は縁あって私立

大学附属高等学校長（内２年間は附属中学校の校

長も兼務）として、学校マネジメントに直接かか

わってきた。 

 明治維新の時の学制発布による教育改革を第一

期とすると、終戦後の６・３・３・４制度による

教育改革が第二期である。そして 1985 年（昭和

60 年）臨時教育審議会の第一次答申から 1987 年

（昭和 62 年）の第四次(最終)答申までの様々な議

論から、「21 世紀に向けて」の教育改革の基本的

考え方が提示された頃からを教育改革の第三期と

位置づけてよいのではないかと思う。この提言は

画一主義と学校中心主義からの脱却であり、行政

が変化に柔軟に対応することを要請するもので、

三つの原則すなわち①個性重視の原則、②生涯学

習体制への移行、③国際化、情報化等社会変化へ

の対応に集約される。以後この方針を踏まえつつ、

多くの学校は次の三つを公教育の原点とする教育

改革を推進していくことになる。  

(1) 確かな学力をつける 

 OECD の調査で学習意欲や学習時間が格段に低

く、上位の子どもが少ない状況が判明し、その対

策が急務となる。 

(2) 豊かな心を育てる 

 基本的なルールやマナーを身に付けることは重

要で、規範意識の低下を改善し、学習や諸活動を

通じ様々な出会いや体験を通して豊かな心を育て

ていくことは学校の重要な役割の一つであること

を再確認する。 

(3) 信頼される学校づくり  

 学校に対する様々な批判が多くなってきている

現実を受け止め、公教育としての学校はこれにし

っかりと応えていかねばならない。  

 そしてこれからの学校経営は「評価と公開」と

公教育としての学校の「説明責任（accountability）」

を軸に、学校が保護者や地域の方々の願いや期待

を受け止め、これにしっかりと応えていくことが

重要であるという「開かれた学校」の概念が強調

されるようになった。さらに学校は一般社会と隔

離された特別なところではなく、一般社会の常識

は当然学校の常識でもあり、学校だから許される

という習性を打破する意味で学校における法令遵

守（compliance）が強調されるようになった。そ

の後 2000 年（平成 12 年）には中央教育審議会が

「新しい時代における教養教育の在り方につい

て」の諮問を受け、2002 年（平成 14 年）に答申

としてまとめた。ここにおいて高等学校では、生

徒の多様な進路を前提とした特色ある教育を推進

するとともに、将来の職業や学問の基礎となる知
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識・技能や自らの人生に向き合う態度や能力をす

べての生徒に身に付けさせることが強調され、生

涯にわたって学び自己実現に努めるという生涯学

習の視点が提示された。  

 私が学校マネジメントの重要性に直面した

1994 年(平成 6 年）～2009 年（平成 21 年）（16

年間）は概ね教育改革の第三期に位置する。この

間、様々な改革案や制度改革が次々出されていっ

たことは記憶に新しい。特に校長として勤務した

８年間は、学校組織の中心として実に目まぐるし

いものであった。その状況下にあって、学校マネ

ジメントと校長のリーダーシップを考えるとき、

校長からの発信は重要なファクターであると捉え

ている。８年間それぞれにおいて校長として様々

な発信をしてきた。発信といっても様々な発信が

あり、当然行動を伴うものであるが、この教師教

育研究 VOL.７では、特に校長からの「話」と「文」

による発信に視点を当てて実践を振り返ってみた

い。「話」と「文」に限定しても、対象も様々で、

話す時間や文字数が制限された中での表現なので

意を尽くすことが難しい。特に全体での「話」は、

対象が千名を優に超える大人数になるためどれだ

け伝わるだろうかといつも不安を抱えつつ大変苦

労したことを思い出す。県立学校での４年間では

いくつかの教育制度改革が実施され、私立高校の

４年間はかなりドラスティクな学校変革が行われ

た時期である。すべてを網羅することは到底でき

ないので、ここでは私立高校勤務時代、学校改革

に併走した時期を振り返り、校長として発信した

「話」と「文」のいくつかピックアップして省察

を試みたい。この振り返えりを辿る行為は、当時

何をどう考えていたか、そして現在の教育、さら

にはこれからの教育を考える上で自分自身に得難

いものを与えてくれるという不思議な思いをして

いる。数年前のことではあるが様々な対象に発信

してきた実践を振り返るという行為が、現在の激

しく変化する社会状況の中で変革を余儀なくされ

ている学校教育について何か一つでもヒントにな

ればと考えている。 

１ . ファースト ステージ                       

   －私学教育を通して学校教育の広さを学ぶ－  

（１）大学での勤務  

 2005 年（平成 17 年）３月に公立学校を退職し

て半年後の１０月から、縁あって地元の F 大学で

お世話になることになった。６０歳を過ぎ、長か

った公立学校での余韻が抜けきらない中での新し

い生活が始まった。所属は教養部で、特任講師と

して常勤での勤務となり、土曜も隔週で勤務に当

たった。家にある数学関係の蔵書や PC やプリン

ターなどを、いただいた研究室に運び込み、諸手

続や講義の準備を急ピッチで進めた。次年度から

研究室は別の棟に移動したが、４年と６ヶ月間、

特任講師として数学の講義を中心に教養部でお世

話になった。数学の講義は、微分積分学を前期９

０分１５回、後期９０分１５回、線形代数学を前

期９０分１５回、後期９０分１５回をいくつかの

クラスで担当し、前期後期それぞれにおいて、中

間試験、期末試験、評価などを行った。学生は、

それぞれの高校での履修内容が異なるため、Ａ、

Ｂ、Ｃ３段階の習熟度編成による講義形態で実施

され、その当時多くの大学で設置されていた特別

支援室での個別指導（数学、理科、語学関係）を

実施するなど、想像していた以上のきめ細かい教

科指導を行われていた。特別支援室での指導も担

当したが、毎日訪ねてくる熱心な学生がいて、さ

ながら大学受験の指導をしていた頃のようで、懐

かしい気分になった。その当時から大学の認証評

価が厳しくなってきて、大学においても授業評価、

公開授業、授業研究が実施されるようになった。

特に学生による授業評価は公開され、講義の進め

方の一つの目安になった。自分の講義においては、

時間をかけて準備したプロジェクター使用による

授業が不評であったのは以外で、ややもすれば教

師サイドの自己満足に陥ってしまっていたのでは

ないかと反省した。その後、講義における PC を

はじめとした IT 機器の用い方とか、学生とのコミ

ュニケーションの取り方を工夫していった。優秀

で意欲のある学生や研究室に質問に来る学生がい

て、大学の講義では大きな刺激をもらった。高校

教育と大学の接続の在り方についても色々考えさ

せられた。 
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（２） 附属高等学校での初年度   

a.校長職を受諾する 

 大学にお世話になった関係で、翌年の  2006 年

度（平成 18 年度）４月に附属高等学校の校長を拝

命することになった。激しい変化の時代、校長に

は大変なエネルギーが必要である。まして学校改

革は短期に行えるものではなく、時間をかけて着

実に進めていかなければ目標に近づけて行くこと

は出来ない。大切な附属高等学校の学校マネジメ

ントとリーダーシップを任されるということは、

大変な重責である。校長就任のお話をいただいた

時、定年退職したものが安易な気持ちでお引き受

けできるものではないというのが私の正直な気持

ちであった。退職した浅学非才の身であり、大学

には先輩諸氏もたくさんおられるので私如きが校

長就任をお受けしていいものかどうかを悩んだ

が、学園理事長の学校改革に対する思いを受け、

とりあえず２年間努めさせていただくというとい

うことでお受けすることを決心した。  

 その当時公立学校・私立学校を問わず、時代の

流れと共に新しい時代に向けた学校改革は大きな

しかも重いテーマであった。私は、附属高等学校

のような大きな組織における学校改革を実現して

いくには、最低でも１０年の年月と、その間常に

校長の意欲と情熱を伴ったリーダーシップが不可

欠であると考えていた。一人の校長の時代だけで

到底実現できるものではなく、ある程度の長くな

い期間で次の校長へ、そしてまたその次の校長へ

と繋ぎながら目標に向かって行くことでどうにか

実現可能になるものである。改革の実現に向けて

は、持続可能にするための次への接続という問題

がとりわけ重要である。県立高等学校においては

校長が同じ学校で勤務できるのは、概ね２～３年

が多い。校長としてのこの期間はバトンを受けて

次に渡す役割が伴うから、その接続がいかに重要

であるかをしっかり認識して１年を単位に大切に

学校運営、経営に臨むことが大切である。校長が

変わる度にストップしてしまったり、方向が崩れ

てしまったりしては、生徒や教職員はもとより様

々なことにおいて迷惑をかけることになる。接続

には細心の心配りが必要なのである。私学におい

てリタイアした校長が大役を担うとすれば、一層

この問題は重要である。スムースなつなぎを継続

していくことができれば、学校全体が確実に進化

し、成長し、必ずや理想に近づけていくことが出

来るというのは私の経験則からの思いである。私

は、拙い経験ではあるがこれまでの歩みの中から

少しでも役に立つものを生かして、附属高等学校

の学校改革という長い道のりの一期間を全力で取

り組み、次へのバトンタッチを行うためにベスト

を尽くそうと決意した。これからの長きに渡る学

校改革の一部分の役割を校長として担っていくと

いう決意と、私のわがままとも言える様々な思い

を学園理事長に聞いていただき、大学と兼務で４

月に着任することになった。  

b. 附属高等学校の校長として赴任  

  ４月１日学園全体の辞令交付式が、大学の大講

義室で全教職員参加のもとで行われた。私は前年

の後期１０月１日から大学への途中採用であった

ので、学園全体の月１回行われる職員会議は出席

したが、辞令交付式に出席するのは初めてであっ

た。辞令交付式は、最初に学園の「建学の精神」

の一斉唱和に始まり、式全体を通して全教職員の

服装や態度などその雰囲気は厳粛で、身の引き締

まる気持ちであった。前年度初めて私学に仲間入

りをさせていただき、学園本部を中心とした学校

法人の整備されたシステムに感心していたが、学

園の様々な取り組みに参加する度に、これまで全

く私学教育について見えていなかった自分を恥じ

る気持ちになった。新しく着任する大学教員や、

高校、中学、学園本部の主な役職者には直接理事

長から辞令が渡され、私も附属高等学校校長の辞

令をいただいた。この時毎年大学学長、附属高等

学校校長、同中学校校長が一言抱負を話すことに

なっているので、私にも一言ということを直前に

言われ何も準備していなかったので何を話そうか

迷ってしまった。この時は自己紹介の後、少ない

情報の中から高等学校に対する印象と、今後校長

として誠心誠意取り組み責務を果たしていきたい

旨決意を簡単に述べたが、校長という役職ではこ

のような唐突に話さなくてはいけない場面は思い

出しても多々ある。私学での仕事の始まりに当た

って、常にこのような場面を想定して臨まなくて

はいけないことをあらためて心に留めた。  

c. 入学式 

 着任早々入学式が、４月３日に中学校、翌４日

に高等学校、翌５日に大学と３日間連続で行われ
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た。３日間とも、沢山の来賓を迎えて厳粛に行わ

れ、私は高等学校だけでなく役職上中学校も大学

もモーニング着用で壇上にて参加した。その時の

高等学校における式辞は着任早々であるので、私

の入学者への思いや「学び」について話した。次

の概要である。 

 「時は春、花は咲き、希望に満ちた今日の良き

日、平成１８年度 F 大学附属 F 高等学校並びに衛

生看護専攻科の入学式を挙行いたしましたとこ

ろ、年度初めのお忙しい中、ご来賓の皆様、そし

て保護者の皆様方のご臨席を賜り、ただ今は理事

長先生のお言葉をいただき、このように晴れやか

に、しかも厳粛に執り行うことができますことは、

誠に光栄で、厚く御礼を申し上げます。  

 さて、高等学校…名、そして医療技術の高度化

・複雑化が進む中、より専門性の高い資格取得を

目指す衛生看護専攻科…名の皆さん、ご入学誠に

おめでとうございます。皆さんの入学を、本校職

員をはじめ関係者一同心から歓迎いたしますと共

に、お祝いを申し上げます。また、長年この日を

待ち望んでこられました保護者の皆様には、お子

さんをこれまで立派に育てられましたことに対し

まして敬意を表すとともに、心からお祝いを申し

上げます。 

 K 学園は、中学校から大学院まである総合学園

ですが、そのすべての教育に「学園の建学の精神」

が流れています。日本人としての誇りを持ち、伝

統文化を大切にし、礼儀正しい人間になるように

努め、自分の学習や仕事に励み、社会に役立つ人

になろうというものです。教育・文化の香りの高

いこの K学園という温かい環境に支えられた本校

は、「建学の精神」に根ざした輝かしい歴史と伝

統を有する、県内屈指の特色ある学校です。教育

環境は実に素晴らしく、これまでに多くの有為な

人材を各方面に送り出しています。本日、入学さ

れた皆さんは、本校の歴史の中で培われた素晴ら

しい伝統を大切にし、この伝統をバネに、更に新

しい校風作りに挑戦してくれるものと期待してお

ります。 

 ここで、おめでたい入学式にあたり、私が日頃

大切に思っていることを二つ述べ、皆さんに自覚

を促したいと思います。  

 先ず第一は、「謙虚に学ぶ姿勢を持とう」とい

うことです。 

皆さんも、テレビなどで、新しい知識を得たり新

しい技術を身につけたりするため、初老と思える

人が、若い年代の講師の話に熱心に耳を傾けてい

る姿や、実習している姿を見たことがあると思い

ます。自己を実現していくために、年齢を問わず

「学ぶ」という生涯学習の社会が到来しているの

です。「学ぶ」ことがままならなかった時代の方

々が、今、自ら学んでいる真剣な姿に接する時、

学ぶための環境が完備されているはずの中学や高

校における「学び」は、果たしてこれで良いのだ

ろうかと、考えてしまう人たちも多いのではない

でしょうか。人生の先輩である人が、実に謙虚に

学んでいる姿に、私は「学ぶ」ことの原点を見る

思いがします。謙虚に学ぶ姿勢こそが、その人を

成長させるのだと思います。これから始まる新し

い生活では、高い目標を掲げ、謙虚に学ぶ姿勢で、

教科の学習、部活動やその他の学校活動において、

基礎基本の知識や事柄をしっかり自分のものと

し、そして、それを土台に、積極的に未知の分野

にも挑戦していく力を育てていって欲しいと願っ

ています。これからの社会が求める「創造力」と

「実践力」を備えた人材は、「謙虚に学ぶ姿勢を

持つ」ことによって育っていくのです。是非、本

校で学ぶ喜びを味わって欲しいと思います。  

 第二は、自分自身の「体と心を成長させよう」

ということです。いかにすぐれた能力や個性を持

っていても、体と心が成長しなければ、豊かな人

間性を身につけ、それを十分に発揮することがで

きません。是非、自分の体を大切にしてください。

古くに孔子の「身体髪膚之を父母に受く、敢えて

毀傷せざるは幸の始めなり」という言葉がありま

す。「親孝行というのは、まず、身体はすべて父

母からいただいたものである。これをあえてこわ

したり傷つけたりしないのが、孝行の始めである」

という教えです。食事・睡眠・時間の管理などの

基本的な生活習慣を見直し、入学を契機に改善す

るところがあればすぐ実行してください。そして、

併せて、部活動や学校行事、更には地域の行事な

どに積極的に取り組むことによって、豊かな人間

関係を自分にあった形で焦らないで育んでいって

ください。体と心を成長させることで、「思いや

りの心と、他人の痛みのわかる心」が育ち、皆さ

んの中に社会の一員として必要な資質である「社

会力」というものがついてきます。是非爽やかな
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人間関係を築いていって欲しいと思います。  

 本学では、人間教育のもと、充実した学習指導、

充実した進路指導、充実した学校活動を展開して

います。そして、本日めでたく入学した皆さんが、

やがては、政治・経済・社会・産業・サイエンス

・テクノロジー・ＩＴ（情報技術）・文化・芸術

・医療・宇宙開発・スポーツ・生活などあらゆる

分野において、この２１世紀に大きく羽ばたき、

地域・国内・国外において活躍できる素晴らしい

人材として育つことが私たちの大きな願いです。

入学という喜びをしっかり噛みしめ、大きな希望

と誇りを持っていただくことをお願いし、式辞と

します。」 

 入学式が終了した後、急に変更になり、保護者

へも一言校長から挨拶をして欲しいという話が急

遽私のところへきて、慌てて講堂へ戻って話すこ

とになった。この予定も聞いていなかったのでど

う話すかを短時間で考えるしかなかった。学校長

であれば即座に何事にも対応できるであろうとい

う思いもあったのかも知れない。これまでの流れ

と変わったので担当者も戸惑った様子だったが、

時間がないので私もその要求に即座に応えるしか

なかった。校長が変わるという出来事は、新しく

入学してくる生徒や学生、そして保護者には知ら

ないことであって、保護者の方にはお子さんがこ

の学校へ入学できて良かったという印象をスター

トから持って欲しいと思った。それを赴任したば

かりの校長が瞬時に伝えることは難しい。思い出

しても就任１年目の始まりは冷や汗ものだった。

その概要は概ね次のようなものである。  

 「入学最初の日に当たり、一言ご挨拶申し上げ

ます。保護者の皆様、改めまして、ご子弟のご入

学おめでとうございます。「１５の春を泣かすな」

と申しますが、高校入試は、ご子弟はもとより、

ご家族にとっても大きな関門です。また、専門性

の高い衛生看護専攻科への合格おめでとうござい

ます。共に合格結果が出るまでの道のりは遠く、

これまでのご苦労は本当に大変なものだったと推

察いたします。それだけに、合格の感激も一入強

いものがあったことと思います。ご入学本当にお

めでとうございます。心からお祝い申し上げます。 

 本日高校は…名、衛生看護専攻科は…名の新入

生を迎えまして、高校は生徒総数…名、衛生看護

専攻科は学生総数…名、合計…名になりました。

平成１８年度、それぞれ素晴らしい個性と能力を

持った生徒・学生たちが、勉学や部活動等に熱心

に取り組むことになります。  

 本校は、歴史と伝統を礎に、着実に進化し続け

る大変勢いのある学校です。K 学園という恵まれ

た教育環境の中で、熱意ある教職員のもと、生徒

・学生たちには、伸び伸びと成長し、大いに活躍

して欲しいと期待しているところです。本校で日

々の授業を大切にし、継続的に学習を続けていけ

ば、見違えるように学ぶ楽しさを味わえるように

なります。また様々な部活動や特別活動で大いに

力を発揮してください。本校は全教職員が一丸と

なって、お子さんを成長させていきます。必ずや

皆様方に満足いただける、学校生活をお約束でき

ると確信しております。  

 ところで、ご家庭におかれましては、思春期ま

っただ中、あるいは青年期も後半に入りつつある

お子さんとの距離を、今後どの程度に保つかは、

なかなか気配りのいるところです。ご子弟の様子

を見守りながら、これから一喜一憂の日々もある

ことでしょう。自分のお子さんとの関わりの中で、

「人生や人生の中で起こる様々な出来事をあまり

深刻に受け止めないこと」「人を憎むような状態

に自分を追いつめないこと」「健康こそがすなわ

ち若さであること」を、折にふれて伝えていくこ

とができれば、私はこれだけでもとても素晴らし

い人生の処方箋のプレゼントだと常々思っており

ます。子育てはまさしく大事業です。これから、

是非お子さんの成長に併走していただきたいと思

います。 

 私たちは、素晴らしい生徒・学生たちと保護者

の皆様やＰＴＡという組織のご協力に支えられな

がら、さらに勢いのある学校を目指して邁進して

いきたいと思っております。家庭と学校がお互い

強い信頼関係で結ばれ、両者がとても良い人間関

係を保てることは、何にも勝る生徒への援助にな

ります。今後、本校のために、何卒ご協力・ご支

援を賜りますようよろしくお願い申し上げまし

て、入学式当日のご挨拶とさせていただきます。」 

 校長が保護者全体に話をする機会は限られてい

るが、保護者への発信は非常に重要である。  

 入学式当日は保護者への話が終了後、お世話に

なる講師の先生方への辞令交付とお願いの挨拶を

行った。常勤、非常勤の先生方は、合わせて１５
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０人を遙かに超える数で、その多さに驚いた。午

後は高校の定例の教職会議、終了後大学の拡大教

授会に参加し、いずれも挨拶において、仲間入り

をさせていただくお願いをした。この着任年度の

入学式当日は、何もわからないまま実に目まぐる

しい１日となった。校長として新しい組織に入る

ということは今まで経験しているが、私学という

新しい組織でのスタートは新鮮でもあった。  

d. 組織の片隅に入る 

 赴任１年目の４月、４日の入学式、１０日の前

期始業式が終了して、高等学校での校務がスター

トした。K 学園という大きな組織の中で、私は附

属高等学校の校長という立場で学園理事の一員と

なり、学園本部の企画する理事評議員会、常任理

事会などの会議や月１回の学園全体職員会議等に

出席する。また、定期的に開催される学園本部会

議や特別会議などにも出席する。高等学校におけ

る運営委員会、拡大運営委員会、高校職員会議な

ど定例的な会議や様々な重要会議への出席は当然

であるが、大学を兼務しているので、月１回の拡

大教授会、週１回の教養部教室会議、不定期に行

われる数学教科会議や学内委員会へ出席する。大

学との兼務は高大連携を強化するためにも重要で

あると考えていた。さらに私立学校であるので福

井県の大学私学振興課との連携を密にし、福井県

私立中学高等学校協会の企画する外部会議にも出

席する。このように学園内、外における会議への

出席は大変多いものであった。兼務後も大学の講

義は継続するので大学の研究室は従来のまま使用

し、高校の業務は高校の校長室で行うことになる。

以後大学の授業や行事関係以外は校長室を拠点と

して校務に当たった。校長室は大変広く、机、本

棚、ロッカー、応接セット、会議用テーブル・椅

子、冷蔵庫などが設置され申し分のないものであ

った。重要な会議や運営委員会は十分校長室で行

え、必要な場合２０人を超えても実施できるスペ

ースであるのはありがたかった。私は話し合いや

ミーティング、会議などで使用するために、この

場所に大きめのホワイトボード（白板）を２つお

願いした。そして以前使っていた水性ペンで書き

込める A4 半分サイズのマグネットを３０枚ほど

家から持参した。これは私が様々なとき愛用して

いた文具ツールである。校長室への移動や整理も

終え、高校の業務が本格的にスタートした。  

 校長は一般的に全く新しい組織に配属されるこ

とが多い。様々な人によって成り立っている学校

という組織は、複雑な人間関係のもとで構築され

ている。その中へ飛び込むのであるから、先ず片

隅に入れてもらうという謙虚な気持ちが大切であ

ろう。すなわちその組織の仲間入りの努力は欠か

せないことである。F 高校の組織は公立と大きく

異なり、校長以外では管理職である副校長２人、

教頭２人を中心に、学校組織は学校特有のシステ

ムによって全体の教育活動が展開されている。今

後高校という組織の中で、さらには学園全体の中

で、期待に添えるような学校マネジメントとリー

ダーシップをいかにして形として構築していった

ら良いかは、これまでの経験とはまた違った新た

な気持ちになった。周囲に全く知人の一人もいな

い私が入るということは、当然このコミュニティ

ーの中に異質なものが一人入るということであ

る。表面ではなく、教師集団の片隅にいかに入れ

てもらうかの努力から始めなくてはいけないとい

う気持ちをこれまで以上に強く思った。  

e.教育活動全体を理解する  

 先ず F 高校の教育活動がどのように行われてい

るかの概要を、担当者から直接学ばなくてはいけ

ない。最初は組織全体の中で、  

①前校長との引き継ぎは以前に概略と意向をお聞 

  きしているので、さらに詳細について自ら出向 

  いて時間をかけて引き継ぎを行う。  

②管理職とのヒアリングの実施。副校長、教頭。 

③各部署、各部門のリーダーと詳細なヒアリング。 

④いくつかに別れている教職員室を随時訪問して 

  コミュニケーションをとる。  

⑤生徒の教育環境、教室、特別室、体育館、武道  

  館、グランド、野球場、生徒寮などをつぶさに  

  見学して生徒の活動を直接見て、コミュニケー  

  ションをとる。 

⑥PTA、同窓会や外部団体について担当者とのヒ  

 アリングを行う。 

などを出来るだけ短期間で行うことにした。とに

かく校長室で各ヒアリングを行うことと、自分の

足で校長室を出て全体を知ることで、学校全体と

のコミュニケーションに努力することを決意して

実行していった。 

 赴任して間もなくして、大学、高校を始め学園

の活動内容や新年度の計画・抱負をまとめて掲載
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する学園誌「学園報」の記事原稿を依頼された。

学園関係者は勿論、外部へも渡る冊子であるので、

どのような内容にしようか迷ったが、校長就任の

挨拶も兼ねて情報収集途中時点での印象などを含

めて記述した。 

 「４月１日付けをもちまして、歴史と伝統のあ

る F 大学附属 F 高等学校の校長を拝命いたしまし

た。長年に渡り大変なご功績を残された T 校長先

生の後をお継ぎすることはとても荷が重いわけで

ございますが、微力ながらも、誠心誠意取り組み、

責務を果たしてまいりたいと思います。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。  

 高校…名、専攻科…名の新入生が加わり、本年

度がスタートしました。学習活動に、部活動に、

生徒たちの生き生きと活動する様子は、まさに本

校の勢いを示すもので、大きなエネルギーを感じ

何とも頼もしいものです。年度初めの生徒たちの

表情は、私たち教職員に、それぞれ個性を持った

かけがえのない生徒たちの成長のために、一丸と

なって指導に当たっていこうという強い気持ちを

起こさせます。 

 K 学園の教育システムは、中学、高校、専攻科、

そして大学、大学院と繋がる、時代に合った素晴

らしいものです。本校は、この恵まれた教育環境

の中で、これまでの取り組みを大切にしながら、

さらに時代を見越した高等学校としての有り様を

しっかり見据え、多くの人のお力をいただきなが

ら進んでまいります。次の課題については、一層

の取り組みを進めます。  

①学科・コースと教育課程  

 本校は、現行の６学科１１コースとその教育課

程に基づいた教育によってこれまで成果をおさ

め、地元産業に貢献する多くの人材を育成してき

ています。一方では進路状況が変化し、上級学校

への進学が近年７０％にまでなってきています。

進路指導は高等学校教育の根幹に関わるものです

が、就職・進学という出口指導中心の対応では困

難になり、入学時から進路指導を計画的に進めて

いく中で、教育課程の検証も必要になってきてい

ます。伝統ある工業系・科学技術系の学科とコー

スでは、F 大学との接続を生かすという大変恵ま

れた環境があり、従来の専門学科としての特色を

保ちながらも、F 大学への進学を果たすための学

力をつけることも大きな目標になってきました。

普通科、芸術科、情報科では、進路状況も多岐に

及ぶため、個々に応じたきめ細かい指導が要求さ

れます。生徒一人ひとりが目的意識を持ち、総合

的な力を身につけるため、普通系教育の充実を図

っております。特に高い能力を持ち専門性が要求

される分野においては、徹底した個別指導が重要

課題になってきました。また特別進学コースにお

いては、全国の情報をリアルタイムで入手し、生

徒一人ひとりが高い目標を掲げて学習に取り組

み、強靱な学力を身につけていくためのシラバス

や学習プログラムの構築を進めています。さらに

特色ある衛生看護科、専攻科では、５年一貫教育

に向けて生徒の目的意識を高め、現代の高度医療

に貢献できる人材を育成するため、教育課程の見

直しとその準備を進めております。学校の教育を

縦糸と横糸を使って一枚の布を織る作業にたとえ

ますと、学科・コースの編成と教育課程、教育目

標やプログラムは縦糸にあたるもので、この縦糸

にも本校らしさを織り込む取り組みを行っていま

す。 

②F 大学・附属中との連携  

 本校の工業科の生徒は、伝統的なものづくり教

育のもとで力をつけ、外部からも高い評価をいた

だいていますし、将来に繋がるようなより質の高

い資格取得に向けた指導を展開しています。これ

らは、F 大学との連携に負うところが大きく、附

属高校という恵まれた環境を最大限に活用してい

くことで、工業科の生徒のみならず、学校全体に

大きな影響を及ぼし、内部進学にも繋がっていき

ます。一年生から大学の先生方の出前授業を拝聴

する連携や、三年生が大学の一部の講義を受講し、

内部進学した場合には受講した単位が認められる

という制度は、連携を一歩進めた特色あるもので

す。高大連携と同じく中高の連携も重要で、内部

進学の利点を最大限に生かし、中高、高大の接続

を円滑にすることで、より質の高い教育を行うこ

とができます。 

③特別活動と生徒指導  

 本校が目指す文武両道は、「建学の精神」に沿

った生徒指導の徹底の上に成り立つもので、これ

までに素晴らしい成果を上げています。スポーツ

・文化芸術部門の部活動の目覚ましい活躍は、学

校全体に大きなエネルギーをもたらします。部活

動においては、「まず F 大学附属 F 高校生であれ」
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ということの徹底した指導に代表されるように、

その華々しさの陰には、指導に当たられる方々の

並々ならぬ大変なご苦労があるということを痛感

します。本校の品位は、部活動だけにとどまらず、

生徒指導部を中心に教職員一丸となった日々の粘

り強い指導により形成されています。身だしなみ

や言葉遣い、立ち居振る舞い、挨拶の励行などは、

学習活動をはじめあらゆるところへ見事なまでに

波及していきます。また、本校が行う開かれた学

校としての様々な取り組みは、学校だけでなく保

護者の方々のご協力もいただきながら、心の成長

を育み、着実に地域社会に貢献できる人材育成に

繋がっていきます。 

 近年の物質文明は、想像をはるかに超える変貌

を遂げ、人々に、次々と生活の改善を迫り、心理

的にも大きな揺さぶりをかけ続けています。生徒

たちへの教育も、社会の変化のスピードと教育の

リズムの誤差の中で、模索を余儀なくされていま

す。「ゆとり教育」か、「学力向上」かの議論も

盛んですが、私たちの目の前にいる子どもたちは、

この２１世紀を逞しく生きていかなくてはいけま

せん。高度で複雑な変化の激しい現代社会を生き

抜くことは、決して容易ではありません。私たち

にできることは、時代がどのように変化しようと、

「すべては生徒のために」というキーワードを根

底に、教育が追求する「高い知恵」「豊かな感性」

「健康な身心」を生徒たちに育む努力をし、素晴

らしい「建学の精神」に基づいた不易な教育の姿

勢を、繰り返し繰り返し言い続けることではない

かと強く感じております。本校が生徒のために行

う様々な取り組みや指導は、すべて布の横糸にあ

たるもので、この縦糸と横糸の絶妙な織り合わせ

により、F 大学附属 F 高等学校のスクールアイデ

ンティティーが確固たるものになってくると信じ

ています。「現在校生に最高の教育をする」こと

が、次へ繋がる何よりのものです。本年度も本校

は、このことを合い言葉に学校あげて取り組んで

まいります。絶大なるご支援ご指導を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。」  

 以後「高い知恵」「豊かな感性」「健康な身心」

の三つの言葉はキーワードになっていった。  

f.校長の発信「話」 

 校長が全校生に対していわゆる「話」をするこ

とは、様々な式（式典）や学校行事以外でも月頭

朝礼や訓辞などを含めて数多くある。毎回、時期

に合わせてテーマを何にするか、どのように生徒

や教職員に伝えたら良いかなど、かなり難しくエ

ネルギーが必要である。時には担任が生徒の感想

レポートを持って見せてくれたり、先生方のメモ

を取っている姿や生徒が後で「僕もその本読みま

した」などと言ってくる反応があったりすると、

この校長からの発信である「話」は軽々しくは行

えないという思いにさせてくれる。出来るだけ自

分の体験を交えて伝えていこうと心がけてはいた

が、なかなか難しく反省させられることは多い。

以下は、赴任 1 年目後期の校長訓辞の内容である 

「おはようございます。2 月 10 日、いわゆる「春

高バレー」の県大会決勝戦が県営体育館で行われ

ました。本校は 1，2 年生全員が応援に参加し、吹

奏楽部とバトン部、そして 3 年生も参加して、見

事な応援が展開されました。実力のある本校のバ

レー部は、見事宿敵 H 高校にセットカウント３：

１で勝利し、全国大会への出場を決めました。選

手の皆さんの活躍は実に見事でしたが、それに加

えて本校の整然としたしかもレベルの高い応援ぶ

りやバトン部の演技はすがすがしく、F 高校の大

きな勢いを感じるもので、私は思わず胸が熱くな

りました。このような感動を与えてくれた皆さん

一人ひとりに、心からお礼を申し上げたいと思い

ます。 

 私の子どもが確か小学校の中学年ぐらいの時だ

ったと思いますが、私に向かって「お父さんは、

勉強ができて心がきれいでない人と、勉強ができ

なくて心がきれいな人とどっちが好き」と、唐突

に質問を投げかけ、どきっとしたことがありまし

た。「勉強ができて心もきれいな人」を除いた質

問に、彼の気持ちは痛いほどわかります。「うー

ん」としばらく考えて、「勉強できないが心のき

れいな人の方がお父さんは好きだ」と答えると、

少し安心したようでした。子ども心に、いつもテ

ストの点数が悪いのを気にしていたのでしょう。

黙って頭をなでてやったのを覚えています。私た

ちは、小さいときからテストの点数をずいぶん気

にしながら、学校生活を送ってきています。皆さ

んにも、このことでは複雑な思いがあることでし

ょう。「勉強ができる＝テストの点数が良い＝学

力がある」の構図のため、せっかく持っていた学

ぶ意欲までも失ってしまうという、不幸な連鎖が
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生じてしまうケースが、残念ながら多くあります。

この唐突な質問は、「勉強ができない」ことと「心

がきれいである」ことは、遊離すべきものでなく

一つのものであるという学力観を、私に訴えるも

のでした。 

 今、学力というものが問われています。教科の

学習による力だけでなく、その人に「自ら考え、

自ら行動し創造する力、生きる力」が育っている

かが重要視されるのです。この学力をどう評価す

るかは難しい問題ですが、例えば、大学入試にお

いても大きな変化が生じています。３年生の皆さ

んはすでに経験済みですが、大学側は「このよう

な学生に入学して欲しいので、当大学ではこのよ

うな選抜方法を行います」という、大学独自のア

ドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）

を明確にするようになってきました。入試方法も、

推薦入試、ＡＯ（アドミッション・オフィス）入

試、大学入試センター試験、個別試験など多様化

し、試験当日大学の講義を受講させ、その直後に

講義内容をもとにした選抜試験を行うような大学

もあります。従って、以前のように、この成績だ

ったらこの大学というような、学部学科さえ同じ

であればどこも同じというような選択は次第にで

きなくなってきます。相手（自分が本当に入って

学びたい大学）をしっかり事前に調査研究し、そ

の大学に入るための学力をつけて選抜試験に臨む

時代になっているのです。このことは就職におい

ても同様です。従って、これからは、まず自分が

目指すところの志望動機を、レポート用紙にしっ

かりまとめる作業からスタートするといっても過

言ではないと思います。それは、自分の個性が表

現された相手方への熱いラブレターで、それをバ

ネに自分の真の学力を発揮する努力をしていくこ

とになります。大学を例に取りましたが、就職、

専門学校、短期大学等、あるいは国家試験に臨む

場合においても全く同様のことが言えます。  

 ところで、日本の社会においては、よく働く人

（ハード）と中間の人（アベレージ）と働かない

人（ダル）の比率、よく学ぶ人と中間の人と学ば

ない人の比率が、２対５対３でバランスが取れて

いるのだそうです。例えば優秀な人ばかりを集め

た集団であっても一つの社会が作られると、不思

議とこの比率に落ち着いてしまいます。しかも、

この比率は同じでも、構成するメンバーはいろい

ろな作用によって変動するのです。３の位置にい

る人がずっとその位置にいるとは限らないので

す。すなわち逆転も起こるのです。２の位置の人

が何かの事情で抜けても、しばらくするとやはり

比率は２対５対３になっているというのです。日

本の大人社会においては、１対５対４でなく、こ

の２対５対３の比率が、今の日本をここまで支え

てきたのかもしれません。この数値の信憑性はさ

ておき、頷ける気もします。ところが現在の日本

の大学生においては、よく学ぶ人と中間の人と学

ばない人の比率が、0.1 対 1 対 8.9 であるという驚

くべき比率が示されています。すなわち 100 人い

れば、1 対 10 対 89 の比率になるという信じられ

ない数値です。高校を出て、目的意識もなくただ

上級学校への進路を選択するとなれば、この比率

もでたらめとは言い難いものに思えます。今の日

本の大学が、学ぶということに関して、一般の大

人社会とは全く離れた特殊集団になってしまって

いることはなんとも残念です。我が F 高校につい

てはどうでしょうか。○対○対○なのでしょうか。

周囲を見渡してください。その比率が一体どのよ

うなものか、とても気になるところです。学校で、

よく学ぶ人と中間の人と学ばない人の比率、掃除

などでよく働く人と中間の人と働かない人の比

率。どうでしょうか。そして、皆さん一人ひとり

は今どの位置にいると確信できますか。また、こ

れから、どの位置にいたいと思いますか。皆さん

には、是非、自分が本当に「すすみたい進路」を

明確にし、そして「学び続けて欲しい」と、つく

づく思います。皆さんの一層の成長を期待して、

訓辞とします。」 

g.学科・コースの再編整備第一弾と改革に向けて  

 学園報で述べたことは、高校関係の教職員の皆

さんへの発信でもあるので、現在抱える課題をお

聞きする中で、どこから進めていくかを運営委員

会を中心に議論を深めていった。物事を進めてい

く際、意志決定に積極的にかかわる参画型を目指

して気を配ることの大切さは十分理解している。

着任して間もなくの校長のトップダウンではこと

は進まないのは明らかである。事柄の軽重や状況

によって異なるが、一般的には意志決定において

関係者に参画を求め、様々な意見やアイデアをお

互いが出し合い、責任を持つ校長が最終的に判断

する。自分たちも参画して決定したと感じるのと
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そうでないのとでは、後の意識が大きく変わる。

いわゆるやらされ感とやりがい感の違いは歴然と

している。校長の意志決定に参画する人たちが、

積極的にかかわっていくということが重要であ

る。副校長、教頭や事務課長は言うに及ばず、運

営にかかわる人々、さらには他の教職員、事務職

員や校務関係など学校教育にかかわるすべての人

々がそれぞれのケースに準じて意志決定に関与す

る方向が望ましいので、このことに十分気を配ら

なくてはいけない。この努力はビジョンの共有に

繋がっていく。あくまでも最終決断は校長であり、

当然責任は校長にある。浮上してきた課題を整理

し、実行可能なものは実施していった。  

(1)最大の課題は従来からの伝統的な学科・コース 

の改編である。 

F 高校は、普通科（特別進学、進学、普通、体育

コース）、工業科（電気、コンピュータ、建築、

土木、機械システムコース）、自動車整備科、芸

術科（アートデザイン、音楽コース）、衛生看護

科（衛生看護専攻科）、情報科の６学科１１コー

スで構成され、どの分野もそれぞれが一生懸命頑

張ってきていた。今後はさらにこれらそれぞれの

力が、バラバラでなく学校全体の大きな総力とな

ることが重要である。特色ある私立高校として５

年後、１０年後のあるべき姿を見据えて、中学生

にとって魅力ある、学びやすい、そして選択しや

すい学科、コースに編成し、学科・コースを再編

整備することは喫緊の課題であると感じた。先生

方の思いも一致して、プロジェクトチームを立ち

上げ試案作りを開始した。特に歴史的に見て社会

に貢献できる人材を多く排出してきた工業高校と

しての存在は大きいものがある。しかし、ここ数

年の社会状況、さらにこれからの変化する社会に

対応するためには、高校全体としてはやはり普通

科の充実は欠かせない。このことは近年の生徒た

ちの進路状況をみても明らかになっていて、前校

長の思いでもあった。先生方もこのことへの対応

は急務であると感じていた。議論をすすめて行く

中で、いくつかの再編案が浮上したが、私の気持

ちの中には１０年を見越したビジョンというこだ

わりは常にあった。そこで、第１弾として先ず「普

通科が新しく生まれ変わります」のキャッチフレ

ーズのもとに、６学科１１コースを３学科１３コ

ースに改編することが検討会や学園本部との協議

のもと決定された。概要は、  

普通科：特別進学、進学、普通、体育、吹奏楽、 

   デザイン、情報コース  

工業科：２年次から、電気、コンピュータ、建築、 

     土木、機械システムコース  

    １年次から、自動車コース  

衛生看護科：５年一貫教育スタート、衛生看護専 

      攻科(社会人入試最終） 

とするものである。  

決定後、次年度からの学科・コースの改編に伴い、

諸申請、教育カリキュラム編成、教室配置など関

係する各分野の準備をそれぞれの担当分野でスタ

ートした。また、普通科にポイントを当てて改編

するため意欲のある普通教科の教員補充が急務

で、経営企画部、人事課の理解を得て３年計画で

教員採用を行うことになった。  

(2)「普通科が新しく生まれ変わります」という広 

報活動をスタートする。  

パンフレット・ポスターの作成、ホームページの

作成、新聞広告、プレゼンテーション用資料作成、

中学校関係者、塾関係者などを招いての説明会、

担当者が学校へ出向いての説明会、校長も同行し

ての説明会などきめ細かく行った。その際、今後

学校の基盤となる柱を明確にして、それぞれの分

野の努力を喚起するため、「躍進を目指す普通科

の進学を主体とする柱」「工業科と衛生看護科の

伝統的な専門系の柱」「実績めざましいスポーツ

や文化芸術の柱」という、人、夢を輝かせる学校

の３本の柱を強調していった。この広報活動を通

して、学校の姿を外部に見てもらい、学校につい

て外部と話し合い、学校の在り方について外部の

意見を聞き、全教職員が誠意をもって学校の方向

性を示すことができることを目指していくという

共通理解を持つことが出来た。募集活動は募集企

画課を中心に教職員全員の協力を得て、学園広報

課とも連携し、組織的に取り組む体制で進めてい

った。 

(3)キャリア教育を推進する。 

福井県における私立学校としては、何よりも県下

の意欲のある入学者を確保する魅力ある学校づく

りをしていくことが重要であって、私はこのよう

な多学科多コースからなる学校であるからこそ、

キャリア教育が必要であることを強く感じてい

た。中学生の普通科志望傾向と相俟って、生徒の
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進路希望も変化し、多岐に及んでいる。このこと

に対応し希望を実現するためには進路指導体制を

見直し、進学指導、就職指導を含めた進路指導シ

ステムを構築し、この進路指導全体を包括するキ

ャリア教育が必要である。すべての教育活動にお

いてキャリア教育を意識し、キャリア教育推進と

併せて、生徒の学力向上のために教育課程を見直

し、生徒にとって学習しやすい教育環境を整備し

ていくことが重要である。これまで特別進学コー

スを中心に少人数できめ細かい進学指導を行って

きたたが、この組織を拡大して新たに進学指導課

を組織し、環境を整備する。そして拠点となるセ

ンターを新設し、そこへ学習室、図書学習コーナ

ー、サテライト室、指導面接室を開設し、全生徒

が利用可能なものにする。この開設には大きな工

事を伴うものでもあり、学園側にご理解いただか

なくては先に進めないものであるので、プロジェ

クトチームを組織し、学園理事、学園本部と何回

も話し合いを持ち実行することに辿り着いた。目

指すのはキャリア教育センターであったが、わか

りやすい進学指導センターという名称が最終的に

良いということになった。大学の図書館では離れ

ていて機能を果たさないので、書棚を多く設置し

て図書を充実させ、最新の情報や PC を設置しイン

ターネットの利用をし易くする。中学校と併設す

る進学棟の３階のフロアを全面改装し、職員室を

５階に移動するという大がかりなもので、レイア

ウトなども関係者が議論してプラニングした。工

事は年度終わりの空き期間に集中して行い、新学

期に間に合わせることにした。また進学指導セン

ター長を置き、当分は校長が兼務するが出来るだ

け早く最適な人材を確保する計画であった。  

(4)「教育アクションプラン」を策定する。  

学校現場においては教師個々人の教育観や考え方

が前面に出ることが多く、本来力量のある教師で

あっても、逆の方向を向いていればその力は０に

等しくなる。バラバラなベクトルを合成すると誰

もが思っても見なかったような方向に力がいって

しまうということにもなりかねないので、問題解

決に向けて関係者のベクトルを揃えていくことは

重要である。そのためにはビジョンの共有化が大

切である。学校組織内の様々な部門において、お

互いの目指すところを可視化してそれを共有でき

れば、ビジョン共有に役立っていく。このことは

職員間の同僚性（collegiality）にも影響し、たと

え小さな力でも大きな効果を生み、学び合う学校

組織の構築にも繋がるものであると考えていた。

そこで年度の「教育アクションプラン」を教職員

の総力を結集して作成し、全員が手元に持ち、常

に指針として進捗状況を検証しながら実行してい

くことは、学科・コースが多くある状況において

学校ビジョンの共有に繋がり、さらに教育のさら

なる活性化を目指す指針となる。これは全員が考

えるプランでなくては意味が無く、各部門で吟味

し「教育アクションプラン」策定プロジェクトに

おいて集約して作成する。内容を精査し、厚手の

カラーA3 用紙を二つ折りにし、見開き４ページに

印刷し全教職員が手元に置ける形にした。  

(5)教育活動をさらに推進するための重要課題。  

①大学・附属中学校との連携  

 同じ敷地にあってもそれぞれ思いが独立してい

て連携が難しいので、大学、中学共に内部進学者

を増やすという共通理解のもとで、お互いの接続

や連携を改善して行くための取り組みを具体化し

ていく。 

②生徒指導と特別活動のさらなる取り組み  

 生徒指導の取り組みについては伝統的なものが

継続されていて素晴らしい。この成果を今後も維

持していくための努力をする。このベースになっ

ているものは、生徒の主な集会、式典、教職員の

朝礼、職員会議で必ず全員が一斉唱和している、

「建学の精神：悠久なる日本民族の歴史と伝統と

に根ざした愛国心を培い、節義を重んずる人格の

育成、科学技術の研鑽に努め、以て、人類社会の

福祉に貢献する」である。生徒指導の伝統を継続

していくためにも、当たり前のことであっても大

切なことは粘り強く伝えていくという指導がさら

に重要になる。そして、文武両道を目標に、大変

活発で実績もある部活動と勉学、地域との連携、

品位ある生徒の育成、保健室と教育相談体制の整

備などについてさらに取り組みを強化する。  

③すべては生徒のために最高の教育を提供する  

 「高い知恵」「豊かな感性」「健康な心身」を

育む教育の実現をキーワードとして明言してい

く。 

④未履修問題 

 浮上した特別進学コースの未履修問題において

は、校長の決断で生徒への説明と、関係する保護
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者への謝罪と今後の取り組みについて早々に説明

会を持った。厳しい意見をいくつもいただいたの

で、改善しこの問題の反省を今後に生かすという

共通理解を持った。 

⑤魅力ある学校づくりと広報活動の展開  

 魅力ある学校づくりを実現するために他校の実

践に学ぶことは重要である。県内外の研究大会や

研修会への積極的参加や、先進校訪問を企画し実

施していく。視察研修は、全国私学協会と連携し

て、水城高校、世田谷学園、愛工大名電、大同工

業、八王子、神奈川桐蔭高校などを毎年数名の教

員が訪問し学んだ。私も校長としていくつかの学

校訪問に同行し、全国の私学の取り組みについて

様々なことを学んだ。これらの内容は、学校で報

告会を実施し、魅力ある学校づくりについて教職

員の意識改革を図っていく。さらに、学校の魅力

をどう伝えていくかは重要で、広報活動を改善し、

福井県だけでなく県外も視野に入れた広報活動を

展開する。 

 これらの課題を共有し、組織全体で検討し可能

なところから改善していくという方針で進めてい

った。私は、会議や話し合いを具体的に進めるた

めに、高校全体が把握できて、課題を浮き彫りに

出来るチャートを PC で作成し最大版に拡大印刷

したものを校長室のホワイトボードに貼り、別の

ホワイトボードを用いながら話し合いを深めてい

った。進めていく中で、関係の先生方の熱意と熱

心な前向きな取り組みに頭の下がる思いがした。

先生方のフットワークの良さは本当に見ていて気

持ちの良いものであった。これには副校長はじめ

管理職のリーダーシップがあってのことである。

最重要課題については学園理事長、学園本部との

会議を何回も持ちスピード感を持って進め、学園

理事長、学園本部のご理解のもと次年度からの改

革が急ピッチで進んでいった。  

 赴任１年目、決定したことに対する学園本部の

対応は、驚くほどスピーディーであった。教員と

学園本部の協力体制が大きく変化してきた様子が

伺え、一体感を感じとても嬉しかった。私も徐々

にではあるが、あらゆる分野において、学校とし

ての体制を整えるために、報告・連絡・相談の徹

底や危機管理の整備など、先生方には申し訳ない

が、かなり細かいところまで踏み込んで話し合い

をさせていただくことによって、これまでの私学

の取り組みを学ぶことができた。  

 

2.ファースト ステージからセカンド ステージへ 

  －学校改革に向けて－  

（１） 附属中学校の校長も兼務  

 2007 年度（平成 19 年度）４月、晴天の霹靂と

いうか、従来に加えて附属中学校の校長も拝命す

ることになり、以後結局２年間附属高等学校と附

属中学校の校長を兼務し範囲が拡大した。大学と

兼務して、高校、専攻科、そして中学校の校長職

も務める中で、その責務をあらためて自分自身で

問い直していた。当初２年という期限をお願いし

て校長職に就かせていただき、次への接続を常に

意識して１年１年自分なりの努力をしてきたが、

学校は生き物であって様々な変化が生じてきて、

３年目もこの形を続けなくてはならない状況が生

じてきた。２年間の中学校の改革については紙面

の関係でここでは記せないが、両方の校長を兼務

する立場になったので、先ず同じキャンパス内に

あるという利点を生かして中高連携の現状をさら

にどのように改善していったら良いかを考えた。

中高一貫コース設定を視野に中高連携した学習面

での交流、教員の中高交流人事実施、進学指導セ

ンターの共同利用などにより、連携強化を積極的

に進めていった。国際交流関係事業においては、

オーストラリアパース市のセイクリッドハートカ

レッジと姉妹校関係を結んでいたが、平成２０年

４月にさらに同市のマーターデイカレッジとも姉

妹校関係の調印式を行うことになり、この２校と

の相互の交流は附属高校と附属中学校合同で進め

ていった。オーストラリアへ出向いての語学研修

には毎年中高からの希望者が参加した。高校の修

学旅行の行き先は国内国外の二つに分かれ、国外

の希望者は姉妹校のあるパース市で、私もこの修

学旅行団の団長として同行した。姉妹校とは教員

の人事交流も実施し、半年間海外研修をするのと

併せて姉妹校からの教員を受け入れた。この国際

交流事業は、高校にとっても中学校にとっても大

変価値あるもので、生徒も教師も国際的視野を広

げることが出来た。  

 附属中学校の教師集団は熱心で、私学ならでは

のそれぞれの生徒に応じた大変きめ細かい教育を

伝統的に展開していた。部活動など目的意識を持

った生徒は、意欲があり勉学面でも熱心に取り組
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む。附属高校との接続を強化するためにも、入学

者の増加を目指すための戦略を立てることは私に

とっても早々に取り組まなくてはいけない重要課

題であった。特に募集活動では中学校管理職を中

心に募集担当者が小学校を訪問し、中学校につい

てのプレゼンテーションを精力的に行った。一部

私も同行した。部活動においては硬式野球部、柔

道部、ゴルフ部、スキー部などの活動は活発で実

績もあるが、意欲ある生徒募集のため、併せて中

学校に男子サッカー部と女子バレー部を新設する

活動も進めていった。高校と同様、校長としては

入学式、元服式、卒業式などの式典や学校行事な

ども多く、多忙な２年間であった。中学校校長２

年目の平成２０年度当初の校長としての所信は次

の概要である。 

 「F 中学校も本年度で２０周年目に入り、新し

い歴史を刻むことになりました。昨年までの卒業

生が…名を数え、これまで有為な人材を輩出して

きました。今後も教職員のたゆまぬ努力と叡智を

集結して、魅力ある、信頼される中学校として教

育活動の充実に進めて参ります。２０年度は、…

名の新入生を迎え、総勢…名の生徒でスタート致し

ました。これまでの本校の教育方針を踏まえつつ、

さらなる「学力の定着」「個性の伸長」そして「心

の教育」の充実を目指していきます。 

（１）学習指導 

 本校では、標準時間数より多い週当たり 36.5 時間

の授業を実施し、かつ少人数学級の特色を生かした

個々の能力や個性の伸長を目標にした学習指導に重

点を置いています。また、授業時間数以外にも、毎

日、朝学習の時間として５教科の小プリントを自主

学習形式で実施しています。生徒たちは自分で問題

を解き、自分で解答することで、主体的な学習意欲

を養っていくことができます。この朝学習では、各

クラスの担任と教科担当者が連携を取り、生徒の進

度に合わせた学習活動を展開しています。また、朝

読書の時間を設け、言語感覚の習得、読解力や感受

性などが身につくように指導しています。これら朝

学習と朝読書の活動が、一日の学校生活の始まりを

よりスムーズなものにし、大きな学習効果を得てい

るところです。また、７限目の選択授業では、その

時期の生徒の学習事項に見合った内容の授業を実施

しています。例えば、授業の復習や試験対策、日本

漢字能力検定、日本語文章能力検定、数学検定など

の合格を目指した授業なども行っています。このよ

うに、カリキュラム編成上の工夫や国語・数学・英

語の三教科では三段階での習熟度別の少人数制クラ

スとして、理解度に応じた指導を実施します。個々

の能力や個性を尊重したきめ細かい丁寧な指導が行

われ、特に理解度が異なる生徒については、補習指

導や取り出し授業を行うことによって着実に学力が

向上しています。さらに姉妹校であるオーストラリ

アパース市の２校との連携を深め、全学年において

英語教育への取り組みを強化していきます。 

（２）生徒指導 

 中学生として望ましく、あるべき姿を目標に、毎

日の挨拶や言葉遣い、身だしなみなど基本的生活習

慣の確立を図るため、３年間通じて全教員の共通意

識に基づき徹底した指導にあたっていきます。この

ような指導方針の中で、本校の生徒は、全体的に明

るく、元気な挨拶ができ、思春期にありがちな中学

生としての本分を逸脱するような行為も殆どなく安

定した学校生括を送っています。また、「心の教育」

を充実発展させるため、全校生徒を対象にした授業

を実施したり、二年生では保育園・幼稚園・介護施

設での職業体験を行っています。その結果、生徒一

人ひとりの心の中に、人を思いやる心が少しずつ芽

生えてきたように思われます。さらに、生徒の特性

や個性を発揮させ、生徒間でリーダーシップが取れ

るよう、自主性の伸長を目的とした中学祭や体育祭

などの学校行事、生徒会活動、部活動を重視してい

ます。特に部活動においては、附属高枚との中高連

携の中で強化を図り大きな成果を残すことができま

した。これらの取り組みを確実なものとするには、

さらに日々の学校生括の中での指導が重要であり、

生徒相互と生徒と教員間での深い信頼関係を築くこ

とが非常に大切です。これからも様々な活動を通じ

て、学校生括の一日一日を生徒一人ひとりと真撃に

向き合って、お互いが信頼し、思いやりの心を育み、

明るく生き生きとした学校生括を送ることができる

環境を築いていきます。 

（３）中高一貫教育の確立へ  

 平成１９年度に完成した「進学指導センター」の

開設に伴い、より進化した中高一貫教育の確立を目

指していきます。本年度より、中学・高等学校連携

委員会が発足し、本格的に連携システムの構築を進

めていきます。その中で、附属高校の特別進学コー

スとの一貫教育の実現を可能にするために様々な教
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育活動を展開します。教員、授業の相互乗り入れ等

の人事交流、そして進学指導の連携強化、生徒募集

体制の一体化等をより積極的に推し進めます。これ

らを通じて、中学校と特別進学コースの全教員が情

報を共有し、より密な連携を深めて双方の生徒理解

を進めることは、さらに意欲ある生徒を育てる一助

になるものと期待しています。本校はこれまで個々

の生徒の特性を伸長する教育に対して評価をいただ

いて参りましたが、今後は目的意識を持って入学し

てくる生徒の大半がクラブ生徒であるという現状を

飛躍させ、クラブ生徒以外の意欲ある生徒の募集に

も力点を置き、充実した教育活動を拡大していきま

す。」 

（２）附属高等学校の２年目、３年目  

 高校においては、就任１年目の方針のもと準備

も進み、学園のご理解で教育環境面のハードウエ

アの整備も整ってきた。この２年間は従来の学科

・コースと新しく改編した学科・コースが混在す

る形での教育が展開されることになるが、教務部

を中心に混乱が生じないように進めていった。教

育カリキュラムの整備とシラバスの作成は要であ

り、授業評価、学校評価、普通科教育の充実、授

業の充実、公開授業、授業研究（教務課）が、策

定した「教育アクションプラン」にも強調される

ようになり、先生方の努力で体制も徐々に整って

いった。また、大学・中学との連携は重要な課題

で、大学とは高大連絡協議会を定期的に持ち、増

加する大学への内部進学希望者に対する学習指導

を早い段階から協力して行う体制も整ってきた。

中学校との連携は、校長が兼務することになった

ので両方の教職員との話し合いを出来るだけ多く

持ち調整していった。学校においては、生徒が静

かに学習できる図書館や学習スペースの確保は大

切で、体育系の部活動の活性化と同様、文化芸術

面においての強化を図ることも非常に重要である

と常々考えていた。生徒たちの歌声や演奏が常に

流れるような学校の雰囲気は理想である。この２

年間は第１弾の学科・コースの改編による教育が

スタートし、学校のハードウエアも大きく変化し、

先生方と一緒に考えたいくつかの思いが実現に近

づいていく様子を目の当たりにして、学園理事長

をトップに、学園専務はじめ学園本部の関係者の

ご理解とそのスピード感に感謝すると同時に、私

学の行動力の凄さを垣間見た気持ちになってい

た。 

 学校改革の動きを端的に表すものは、生徒たち

の日々の表情である。その表情は次への改革に繋

がっていく。この２年間、日々の学校生活、入学

式、始業式、終業式、卒業式をはじめ様々な式（式

典）、数々の校外や校外の行事に参加し、生徒た

ちの活躍、先生方の奮闘ぶりなどに直接触れるこ

とができた。そして、生徒・学生、教職員、保護

者、その他地域の方などに校長として様々な形で

発信してきた。いくつかを振り返ると、学校の教

育力の問題、生徒募集に関して量と質の問題など

に直面して、学校組織において実践コミュニティ

ーはどのように作られていくのか、そして学校全

体が学習する組織として機能し発達していくには

何が大切なのだろうかを模索している自分が浮か

び上がってくる。学校マネジメントにいかに取り

組み、校長のリーダシップをいかに発揮するかと

いう問題に関しての、まさに試行錯誤の繰り返し

であった。いくつかの場面での発信を抽出する。  

a. ２年目校長所信 

 この年度のはじめ、１年目の取り組みをもとに

校長としての方針を発信したが、学科・コースの

改編に伴いキャリア教育を推進していくことの重

要性を伝えたかった。  

 「現在の激しく変化する時代のなかで、特色あ

る私立高校そして専攻科として、本校も時代を見

据えた新しい教育システム構築への転換が余儀な

くされております。高等学校においては、平成１

８年度は、「普通科が新しく生まれ変わります」

というキャッチフレーズのもと、特色ある学科を

普通科にコースとして組み入れ、従来の６学科１

１コースから、普通科、工業科、衛生看護科の３

学科１３コースに再編整備しました。普通科は、

特別進学、進学、普通、体育、吹奏楽、デザイン、

情報の７コース、工業科は自動車、そして２年か

らの電気、コンピュータ、建築、土木、機械シス

テムの６コース編成で、さらに各学科・コースの

特色が発揮できるようになりました。また、衛生

看護専攻科においては、平成１８年度が社会人入

試の最終募集となり、衛生看護科としての５年一

貫教育にシフトします。先般の看護師国家試験で

は、関係の先生方のご指導で、合格率９５％とい

う素晴らしい結果を残すことができました。５年

一貫教育という大きな変化のなかでも、これに匹
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敵する成果をあげるために新しいカリキュラムを

編成し、高校と専攻科の接続を有効に生かすべく

取り組みを進めております。このような高等学校

・専攻科の思いを、各中学校はじめ地域の多くの

方にご理解いただくために、新しく設けた募集企

画課を中心に、全教職員の協力のもと広報活動を

展開してまいりました。その甲斐あって、本校の

熱い思いが少しずつではありますが浸透し、入試

における出願状況も変化してまいりました。この

ことを踏まえ、本年度はさらに、本校の様々な教

育活動や教育理念に基づく取り組みについて情報

を発信してまいります。  

 このように様々な変化のなか、平成１９年度が

スタートいたしました。高等学校…名、専攻科…

名の新入生が加わり、学習活動に、部活動に、生

徒たちは生き生きと活動しております。昨年度、

本校の生徒たちは様々な場面で大いに活躍し、学

校全体に大きなエネルギーを与えてくれました。

本年度も、さらなる飛躍を期待しています。社会

変化の著しい今日、学校のみならず、家庭・地域

・社会における教育のあり方も問われています。

高等学校教育が成立する要素は多様ですが、それ

らがいかに組み合わされるかによって、教育活動

の在り方が決定されます。生徒たちに、豊かな人

間性とたくましい創造性を育み、変化と多様化に

対応し主体的に選択する力をつけていく教育理念

は普遍のものですが、教育活動を展開する側に立

つ者が、より望ましい教育の場を創出するために

教育条件を整え、成長過程にある生徒の自己実現

を正しく支援していくことが重要です。K 学園の

教育システムは、中学、高校、専攻科、そして大

学、大学院と繋がる、時代に合った素晴らしいも

のです。この恵まれた教育環境の中で、本校の進

むべき方向は、「建学の精神」に沿った生徒指導

のもと「文武両道」を掲げ、「躍進を目指す普通

科の進学を主体とする柱」「工業科と衛生看護科

の伝統的な専門系の柱」「実績めざましいスポー

ツや文化芸術の柱」という三つの柱をより確かな

ものにしていくことです。本校のきめ細かな教育

は、必ずや生徒一人ひとりに、「高い知恵」「豊

かな感性」「健康な身心」を育み、社会に貢献で

きる立派な人材として育つことに繋っていくもの

と確信しております。  

 本校の教育を進めるに当たっては、教職員はじ

め学園本部の共通理解、そして保護者の皆様のご

理解もいただきながら、昨年度よりいくつかの取

り組みを進めております。また、新しい取り組み

が円滑に機能するように、学年会組織を充実させ、

教職員の校務分掌組織を整備いたしました。  

（１）教育カリキュラムの整備  

 教育課程は、当然学校における教育の根幹をな

すものですが、時代の変化とともに臨機応変に対

応する柔軟性も必要です。昨年度の特別進学コー

スにおける未履修問題を契機に、すべての学科・

コースにおいて基礎基本を重視し、学科・コース

の教育方針と整合性のあるカリキュラムに整備い

たしました。さらに各教科毎のシラバス作成や生

徒による授業評価などを通し、授業内容をより明

確にしていきます。生徒たちには日々の授業の大

切さを強調し、座学のみでなく様々な実験や体験

学習を取り入れ、学ぶ喜びを体験させていきます。 

（２）進路支援システムの構築  

 進路指導は高等学校教育の大きな関門です。１

年次から「キャリア教育」を進めるため、キャリ

ア教育部と進学指導部を置き、各学年会と連携し、

キャリア・カウンセリングも導入しながら、生徒

一人ひとりが将来に向けて進路ストーリーを描け

るような指導を展開していきます。進路実現に向

け、大学受験を克服するために強靱な学力をつけ

ることや、より高い資格取得を目指して特別補習

も充実させていきます。ハード面では、学園の大

変なご援助で進学棟の整備を決断していただき、

３、４、５階が素晴らしいものになり、PC 実習室、

サテライト室や学習室などを完備した念願の進学

指導センターが開設されました。このことにつき

ましては、進学棟整備プロジェクトチームを中心

に進めてまいりましたが、サポートする教職員も

増員し、このセンターをフルに活用することで、

生徒の進路支援を強力に推し進めてまいります。  

（３）「２００７教育アクションプラン」の策定  

 高等学校、専攻科の教育をさらに活性化するた

めに、プロジェクトチームを中心に「２００７教

育アクションプラン」を策定しました。このアク

ションプランは、本校が取り組む教育活動のなか

で、特に重点的に取り組む内容を具体化したもの

で、本年度生徒のためになる教育を進めていく指

針となるものです。全教職員の共通理解のもと、

折に触れて進捗状況を確認しながら、より良い教
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育を目指します。 

 本校の教育において、「キャリア教育」は統一

したテーマとして重要なキーワードです。「キャ

リア教育」は、生徒たちが将来に向けて働く意味

を理解し、職業観、勤労観や、職業に対する知識、

技能を身につけ、自分の能力や個性を理解した上

で、目的意識を持って進路実現に向かう力を養っ

ていきます。何か特別なことをやるのではなく、

日々の授業や学校生活のあらゆる教育活動は、

「キャリア教育」を意識することで、その取り組

みが深化します。F 大学との連携における出前講

義や内部進学者に対する教養講座・特別指導、さ

らには工業科の教員と大学の先生方との連絡協議

会などのご配慮も大変心強いものです。また附属

中学校との連携は、進学指導センター開設により

一層深まることが期待されます。さらに、特別活

動として評価をいただいておりますスポーツ・文

化芸術部門のクラブ活動は、指導者の役割分担を

より明確化し、進路面での目的意識を持つことで

一層の飛躍を目指します。「在校生に最高の教育

をする」ことが、「キャリア教育」に繋がる何よ

りのものです。本年度も本校は、このことを合い

言葉に、「生徒の夢実現」のために学校をあげて

取り組んでまいります。」  

b.中・高教科連絡協議会を立ち上げる  

 キャリア教育を推進し、附属中、附属高校の連

携を図るための一つの取り組みとして、これまで

教科間での交流があまり行われていないという現

状を踏まえて、新しく中・高教科連絡協議会を立

ち上げた。７月初旬の放課後、多目的ホールにて

全体会と分科会形式で実施した。中学校の校長を

兼務し様々なヒアリングを通して、解決すべき課

題は山積しているが、中高一貫コースの必要性は

強く感じていた。 

 「一言ご挨拶申し上げます。本日は、第１回中

・高教科連絡協議会ということで、このような少

々遅い時間帯に、何かとお忙しい中お集まりをい

ただきました。先生方には日頃から熱心にご指導

をいただいておりまして、心から御礼を申し上げ

ます。また、教科指導で大変お世話になっており

ます講師の先生方にもお集まりをいただきまし

た。誠にありがとうございます。  

 本年度新しく進学指導センターと進学指導部を

立ち上げスタートしまして、早３ヶ月が経過しま

した。高等学校としましてはこのセンターを進学

指導の拠点にと考えておりまして、生徒が落ち着

いて学習できる空間・環境そして雰囲気を提供す

る中で、学習に対する意欲を喚起し、将来に向け

て前向きに努力する習慣を身につけることができ

るよう先生方にご指導をいただいているところで

す。また、中学生に対しましては、高校生が生き

生きと学習に取り組む姿に触れることにより、勉

強面でも部活動の面でも F 高校へ進んで活躍した

いという気持ちが増幅するような相乗効果を期待

しています 

 ところで、募集活動を進めていきますと、必ず

や「F 高校は進学実績がないから」「F 中学でも

優秀な生徒は他校へ行くのでしょう」というよう

な問題にぶつかり、悔しい思いをされた先生方も

多いのではないかと思います。今、「F 中学も F

高校も、生徒に学力もつけてくれる学校である」

という評価を得られるような学校にすることは、

K 学園の大きな命題です。多様な生徒を受け入れ

ている本学において、大変エネルギーのいること

ですが、幸い中学校舎および高校進学棟が同居し

ているこの校舎の環境は、学園内でも一番落ち着

いて学習できる環境です。この中学と高校が手を

合わせれば、他ではまねのできない様々な取り組

みが可能です。一部の先生方には中学から高校で、

あるいは高校から中学でご指導いただいています

が、中学、高校の先生方すべてがより連携を深め

ることで、この棟の教育力は飛躍的に高まるもの

と考えています。今の形を一歩進めていただくだ

けでも大きな変化が期待できます。  

 そのヒントとしては、他ではなかなか実施困難

な、「教科指導における中高の接続をスムースに

することができる」ことと、「６年間を見越すこ

とでそれぞれがより高いところに登ることが可能

である」の二点を挙げることができます。 

 従来中高の連携といいますと生活指導が中心で

したが、これからは加えて教科指導における連携

が非常に重要です。しかしいざこの問題を解決す

るとなると公立学校等では大変です。高等学校で

は中学校で何を学んでいるかもわからないまま授

業を進めることになります。当然重複や空白の部

分が生じてきまして、学習が鈍ります。中３から

高１へのスムースな接続がとても重要です。また、

数学を例にとりますが、「理解するためにはより
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高い山へ登りなさい。上から今まで見えなかった

ものが鮮やかに見えてきます」と私は常々言って

きました。最初は一寸高いところでもいいのです。

生徒の表情は変わります。幸い、中学と高校が同

居している本学園の環境は願ってもないことで、

６年間あるいはそれ以上が見渡せる環境で、生徒

にそれを提示することは大きな刺激になります。

先生方の連携を深めることによって、この二つが

同時に実現可能であると考えておりまして、他の

公立学校などでは到底不可能なことです。  

 本学の実績を向上させるためには、独自の教育

システムを確立しなくてはいけません。先生方の

お力をいただいて、是非、自ら自信を持てるよう

なレベルの学力を身につけ、様々なところに挑戦

する気構えを持った生徒を一人でも多く育ててい

くことができればと思っております。是非連携を

密にしていただき、生徒一人ひとりのためによろ

しくお願いしたいと思います。そして何よりも先

生方同士のコミュニケーションが円滑になること

は、生徒への大きな波及効果となります。  

 本日は限られた時間ではございますが、中学校

の先生方、高校の先生方が膝つきあわせて教科を

軸に色々な問題について触れていただき、お互い

の理解を深め、これからの教育活動に生かすきっ

かけにしていただければと思います。」  

 全体会の後教科に別れての分科会を持ち、以後

教科毎に連絡勉強会を持つ形に発展していった。

中学校と同居する高校進学棟においては職員室を

同一にする案も浮上してきた。この実現は大きな

工事も伴う事柄で数年後に実現することになる。  

c.「躍進を目指す普通科の進学を主体とする柱」  

 F 高校は歴史的に実業系の高等学校として高い

評価をいただいてきた。校名が F 大学附属 F 高等

学校になっても、以前の学校名で呼ばれるほどイ

ンパクトが強く、普通科の印象が薄い状態は続い

ていた。特に大学進学を目指す分野においては、

生徒数においても後発隊との印象は免れない状況

である。これからのあるべき学校像の中で、普通

科のこの分野を改革していくことは必須である。

生徒の夢や希望を実現していくためにも、大学入

試センター試験に挑戦していく生徒が増大してい

くことが望まれた。この分野での県下中学校や保

護者・地域社会の評価は厳しく、先生方も非常に

歯がゆい思いをしているのが痛いほど伝わってき

て、何とかしたいという気持ちを非常に強く持っ

た。2008 年度（平成 20 年度）４月には念願の進

学指導センター長が着任し、進学指導センター全

体を総括し、進学指導全般においてリーダーシッ

プを発揮していただき、以後教職員の支援や様々

な新しい取り組みを積極的に行っていただいた。

中学校と同居する進学棟の教育活動が大変活性化

してきて、生徒たちの表情も良くなり感謝の気持

ちで一杯であった。さらに進学指導センター専属

のスタッフも加わり、キャリアセンターとして高

校生も中学生も専攻科の学生も利用できるセンタ

ー開設の思いに近づいていった。  

 受験する生徒は多くはないが、大学入試センタ

ー試験前日には校長が直接話して健闘を祈った。  

 「いよいよ、明日（あす）、明後日（あさって）

と、大学入試センター試験を迎えることとなりま

した。皆さんは、日々緊張感の中で、「よし！、

がんばるぞ！」と、気持ちをさらに高めているこ

とと思います。皆さんはこの受験に臨みますが、

これまで先生方と一緒に培ってきた学習の成果に

自信を持って、十二分に力を発揮してほしいと思

います。そして、是非、希望と夢を実現するため

にこの第一関門を突破されんことを、担任の先生

方をはじめ、F 高校の全教職員が心から願ってい

ます。激励会にあたって、私から２点お話をさせ

ていただきます。 

 第１点は、センター試験は、これから自分の進

路実現を目指す皆さんにとってどうしても通らな

くてはいけない一つの通過儀礼です。それぞれが

厳粛な気持ちで、臆することなく堂々と臨んで欲

しいと言うことです。  

 最近、受験人口の減少傾向があり、大学への入

学が年々易しくなっている傾向があるといわれて

いますが、一人ひとりにとってそれぞれ本当に行

きたい大学となると、受験者が殺到して決して容

易ではありません。長引く景気低迷や女子の進学

率上昇により、国公立大志向は益々高まっていま

すし、センター試験を利用する私立大学が年々増

加しています。大学入試センター試験は見直しが

検討され、昨年度からリスニングテストも導入さ

れましたし、今後さらに変化していくことが予想

されます。このような厳しい状況の元で、皆さん

の真のライバルは「後がない！、是非今年こそ

は！」と１年あるいは２年・３年と自分の希望す
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る大学へ歯を食いしばってがんばってきている浪

人生であるともいえます。「気持ちで負けないぞ」

という強さをもって、是非厳粛にそして堂々と臨

んで欲しいと思います。  

 第２点は、ここ数日間はセンター試験との戦い

であると同時に、自分との戦いを余儀なくされま

す。自分の気持ちの微調整を適宜行ってください。 

 皆さんは、スキーのノルディックで複合という

競技があるのを知っていると思います。この競技

はかって日本の得意種目で、荻原兄弟が有名でし

たが、最近では日本勢はなかなか厳しいようです。

選手それぞれが、最初の競技はジャンプで、その

結果を踏まえて次の距離競技を行い、この二つの

結果を総合して競う競技です。もちろん最初のジ

ャンプでできるだけ跳べばそれだけ有利なことは

明らかです。今、センター試験を目前にした皆さ

んは、まさにジャンプ台に立とうとする選手の心

境ではないかと思います。  

 もう十分準備はできて万全だという人、模擬試

験やプレテストなどでまだ目標まで到達できない

ので、本番までに何とか高めたいと寸暇を惜しん

で勉強に拍車をかけている人。中には、気力を充

実させなくてはいけないのにどうももう一つ集中

できない人、風邪などで若干体調を崩している人、

あるいは「大丈夫だろうか」という不安感でちょ

っとペースを乱してつらい人もいるかもしれませ

ん。いずれにしても心境は様々で、皆さん一人ひ

とりの状況はそれぞれ違うでしょう。  

 しかし、ここで大切なことはどのような状況で

あっても、この二日間の大舞台で最大の力を発揮

するために、自分にあった「セルフコントロール」

をして、心の微調整をすることです。  

 たとえば、かなり緊張感が強く、「この試験で

失敗できない、点を取らなければ」という思いが

非常に強く落ち着かない人は、一呼吸おいて「試

験本番で７０％～８０％出せればよし」というく

らいの気持ちに切り替えた方が「より高く遠くへ

跳ぶ」ことができるでしょう。齋藤孝氏は、「呼

吸入門」で「３秒吸って、２秒止めて、１５秒で

吐く、これだけでからだの力が劇的に高まる」と

述べています。また、気力が乗ってこなく「今年

のセンター試験はあきらめよう」と弱気な自分に

気がついたら、「このような気持ちで受験しても

何の良い結果ももたらさない、今年は十分まだ準

備はできていないが、このような状況でも精一杯

努力するのが自分の良さだ」と気持ちを切り替え

ることが大切です。いずれにしても、皆さんが、

自分を冷静に見つめてそれぞれが「より高く遠く

へ跳ぶ」ことができるために、若干の「セルフコ

ントロール」を加味しながらこの大舞台を乗り切

ってください。 

 皆さんは、プレテストというシュミレーション

も経験しています。安心して今日は早めに睡眠を

とり、体調を整え、明日からの試験に心身共にベ

ストコンディションで臨んでください。そしてそ

れぞれが、「自分なりによくやった、精一杯やっ

た」という結果を出せることを期待しています。

皆さんの健闘を祈って、激励の言葉とします。」  

d.「工業科と衛生看護科の伝統的な専門系の柱」 

工業科は K 大学を同キャンパスに持ち、環境的に

も専門性の高い教育を行ってきた。近年工業系の

生徒も上級学校へ進学する生徒も多くなり、いく

つかのコースでは生徒募集が厳しくなってきた。

しかし伝統的な物作りの分野は国策においても重

要で、文部科学省の方針でも強調されている。大

学の附属高校という恵まれた環境においては、専

門性を大学にゆだねる部分と高校で大切にする部

分を明確にして、上級学校へ進む基礎となる学力

面を定着させていくことはキャリア教育の面から

も重要であると考えていた。高校に残すべき工業

系の分野を明確にしてその専門性を高めていく教

育は大切である。先生方の指導のもと、各種の資

格取得、技術競技の全国大会で入賞を果たしたり

ラジコンカー部門で全国大会へ出場したり、工業

科の生徒の活躍も多くあった。また年度に１回、

中学校の恩師の先生を招待しての成果発表会で

は、各コースの生徒が講堂で堂々とプレゼンテー

ションする姿は素晴らしく恩師の先生方も驚く成

長ぶりで、担当する先生方の根気強いご指導に頭

の下がる思いがした。この時期本校と科学技術高

校、武生工業高校の３校が、国の事業である、「も

のづくり人材育成のための専門高校・地域産業連

携事業」の指定校として、３年間様々な取り組み

をすることになった。この事業は全国の中でかな

りの競争を乗り切っての指定であって、私学が入

って取り組む例は少なく大変意義のあるものであ

った。福井県経営者協会の皆様の大変なご協力を

いただき、取り組みの一環として外部講師を招い
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ての講演や３校合同での体験学習や発表会なども

行われた。本校の歴史そのものである工業系の分

野はこれからも大切にしたいという思いは非常に

強く、関係の先生方とも今後の取り組みについて

議論した。 

 県下で唯一となった衛生看護科においては、専

門性も高く、生徒、学生の学習意欲も高い。これ

までの社会人入学を受け入れていた専攻科は、准

看護師の資格を持った年令も様々で目的意識の高

い学生も多く、高校から直接専攻科へ進む学生に

も多大な影響力を与えていた。諸事情から今後ス

トレートの５年一貫教育になり、専攻科は高校の

衛生看護科の生徒のみとなる。専攻科担当の先生

方のご指導は実に熱心で、国試対策では宿泊を伴

っての指導も行い、衛生看護専攻科の校長を兼務

する私はいつも感謝の気持ちで一杯であった。外

部から専門科目の講義にこられる何人もの先生方

から、専攻科の学生の授業態度は素晴らしいとい

うお話を聞くことが多く、本当にうれしくこの伝

統を今後も続けていって欲しいと思った。以下は

衛生看護科２年生の戴帽式の式辞と衛生看護専攻

科２年生への訓辞である。  

[戴帽式式辞] 

 「本日、F 大学附属 F 高等学校衛生看護科２年

生の戴帽式を挙行するに当たりまして、ご多用の

中、H 病院院長先生、K 中学校校長先生をはじめ、

各中学校の恩師の先生方、多数のご来賓、並びに

保護者の皆様のご臨席をいただき、戴帽生の前途

を祝福激励賜りますことを、まずもって厚く御礼

申し上げます。誠にありがとうございます。  

 本日、ここに戴帽式を迎えられました…名の皆

さん、皆さんは思い起こせば１年半前の四月、看

護学を学ぼうと希望に胸ふくらませて本校の衛生

看護科に入学されました。そして今日まで、学び

を深めるに連れて、その思いはより確かなものに

なって来ていることと思います。間もなく臨床実

習に出向くに当たり、今一度心を新たにして戴帽

式の意義を皆さんと共に考えてみたいと思いま

す。 皆さんもご存知のように、もう看護師はナ

ースキャップを着けておりません。看護婦から看

護師へと職業名称も変更になり、看護職は男女平

等に選択できる職業として確立しました。さらに、

看護師の職場も病院という医療施設内だけにとど

まらなくなり、施設外で働く看護師はナースキャ

ップだけでなく白衣も着けないでその任にあたる

場合もあります。その他にも様々な理由から、今

ではナースキャップを義務付ける病院はほとんど

と言っていいほどなくなってきています。それで

は、このような時代に、なぜ、戴帽式を行なうの

かという疑問が起こってきます。しかし、戴帽式

は単なるナースキャップを頭に戴く、チーフを受

けるということだけではありません。おそらく戴

帽生の皆さんは、本日を迎えるに当たって、看護

職者としての将来の夢や希望を新たにし、それぞ

れ何らかの決意をされたことと思いますが、本日

のこの戴帽式という節目のセレモニーは、実は「自

分自身への大きな決意表明」でもあるのです。さ

らには、古き時代から、つまりはナイチンゲール

の時代から脈々と受け継がれた、「看護職として

の職業理念を継承する」ということに大きな意味

があります。人々の健康のために、分け隔てなく、

清く、誠実に、健康問題で悩む人々に貢献する看

護の心を受け継ぎ、次の時代に伝承する役割を今

日ここで皆さんにも託されることになります。  

 真っ白で清潔な、凛としたナースキャップやチ

ーフは、清く、誠実で、初々しい皆さんそのもの

です。この式の後、ナースキャップやチーフは、

皆さんの手もとでこれから大切にされることでし

ょうが、本日のこの感動と誓いも、心の中でいつ

までも真新しいナースキャップそしてチーフとし

て生き続けることと思います。感動というものは、

深く心を揺るがし、よい思い出として記憶に残る

ものです。あらためて、看護師という仕事が天職

と言われる所以を深く心にとどめ、医療業務の一

端を支える重大な責任をしっかりと自覚してくだ

さい。ナイチンゲールがナイチンゲール学校の学

生に出した手紙の一説に、「どのような訓練を受

けたとしても、もし、感じ取ること、自分でもの

を考えること、この二つが出来なければ、その訓

練も無用なものとなってしまうものです」という

言葉があります。この訓練という言葉を教育とい

う言葉に置き換えると、理解しやすいかもしれま

せん。患者さんが出している小さなサインにも気

づき、それをなおざりにすることなく、しっかり

踏みとどまって考え、その方の思いに沿った看護

が実践できる優れた看護実践者を目指してくださ

い。これからの長い人生、様々な困難にぶつかる

ことでしょうが、その時には、今日のこの日のこ
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の感動と誓いを思い起こし、しっかりとした考え

のもとに進んで行っていただきたいと思います。

皆さんが、日々の勉強とこの後期から始まる臨床

実習を皮切りに、将来立派な看護師に大成し自己

実現を図ってくれることを心から切望します。  

 最後に、ご臨席の皆様、本校衛生看護科の看護

師を志す戴帽生に、今後とも温かいご指導ご鞭撻

を賜りますよう衷心よりお願い申し上げまして、

本日の式辞といたします。」  

[衛生看護専攻科への訓辞] 

 「今日から三日間、衛生看護専攻科９期生の皆

さんによるケーススタディが行われます。ケース

スタディは大変重要で、医療系の分野では不可欠

のものです。特に広範囲での学会におけるケース

スタディは、医療人の大切な勉強の場です。友人

にドクターが何人かいますが、口をそろえて、「日

進月歩進化する医療分野において、忙しい合間を

ぬって学会へ出かけ、ケーススタディを通して常

に新しいものを吸収していかなければ、この世界

ではやっていけない」と言っています。それほど

速いスピードで動いているわけで、高度医療に対

応するためにもこのケーススタディが頻繁に行わ

れているのだと思います。これから、９期生の皆

さんはそれぞれにケース発表をしていただくわけ

ですが、このケーススタディに向けて、これまで

の実習を通した経験を踏まえ大変な準備をしてこ

られたことと思います。昨日皆さんの発表の資料

を見せていただきましたが、その内容は多岐にわ

たり、どのケースも皆さんの意気込みが感じられ

るものでした。また、指導の先生のアドバイスや

カンファレンスを通してさらに内容を深め、立派

なものに仕上がっていて大変感心しました。ある

事柄をまとめ、文書化し、そしてそれを人の前で

発表することは、決して簡単なことではありませ

んが、これまで取り組んできたことに自信を持っ

て、堂々と発表してください。この三日間、実の

あるケーススタディになることを心から期待して

います。 

 ところで、９期生の皆さんは、この三日間のケ

ーススタディを機に、いよいよこれまで得た知識

や体験の総まとめをし、看護師国家試験の対策を

本格的に行うことになります。看護師国家試験は、

看護師になるためにはどうしても超えなくてはな

らないハードルです。看護師国家試験は２月下旬

で、すでに皆さんの受験に関する書類等は発送済

みとのことですが、本専攻科においては、これま

で皆さん方の先輩の多くが、ねじりはちまきで必

死の思いで勉強し、見事この看護師国家試験を克

服してきました。昨年度は９８％の合格率を達成

しました。これは学生の皆さんと先生方とのチー

ムワークの良い二人三脚の取り組みができたから

で、本当によく頑張ったと思います。本年度は皆

さんに本当に多くの医療機関から沢山のオファー

があり、是非頑張って国家試験に合格して欲しい

とのエールが届いています。これはプレッシャー

として感じるかも知れませんが、期待されている

ことは実は大きな力になります。是非ともこの国

家試験をクリアして、立派な看護師を目指してい

ただきたいと思っております。  

 これから約２ヶ月半、国試の傾向と対策を踏ま

え、必死で勉強に取り組んでください。その勉強

を支えるのが、これまでやってきた、またこれか

らも行う座学、実習、病院実習です。これらと国

試対策の勉強をリンクさせることによって力は着

実についてきます。このケーススタディも、実は

国試対策の勉強でもあるのです。先生方の指導に

安心してついて行ってください。勉強をしようと

思ってもなかなか気分が乗らない、なかなか身に

つかないのでつい飽きてしまう、模擬試験の点数

も合格点まで届かず自信が持てないなど、やる気

が出ないと悩むことになるかもしれません。しか

し、勉強には、そのような悩みはつきものです。

国家試験という一つの通過儀礼は、悩みはあって

もその取り組みに真剣に向かえば向かうほど、そ

の人を成長させます。本気にならなくてはいけま

せん。この二ヶ月半、国試対策に打ち込むことは、

皆さんに看護師国家試験合格と併せてそれ以上の

ものをもたらします。看護師という仕事は、社会

に貢献できる尊い仕事です。それだからこそ、厳

しさを乗り越える強い気持ちが必要で、その達成

感も非常に大きいのです。皆さんの健闘を心から

祈っています。」 

a.高校２号館新築工事 

 時計塔校舎（高校２号館）について耐震工事か

新築かを検討された結果、学園理事長の決断によ

り新築されることになり、その工事期間中プレハ

ブ教室を使用することになった。そして、学園本

部の多大なご尽力で待望の素晴らしい高校２号館
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が完成した。学校としては、さらなる魅力アップ

への取り組みを加速するため、素晴らしい施設を

完備した音楽ホール、レッスン室、家庭科実習室、

キャリア指導室などの有効利用を検討した。特に

悲願であった吹奏楽部の活躍を期待し、夢が膨ら

んだ。2007 年度（H19 年度）の後期始業式では、

工事で学習環境が当分の間変わるなかで行事の多

い学期を迎えるので次の内容を発信した。  

 「例年にない猛暑が続いた夏休みが終わり、早

や１ケ月あまりが過ぎました。前期における皆さ

んの取り組みは大変立派で、至る所で F 高校生の

活動や素晴らしい活躍が見られました。特に部活

動においては、県内での様々な活躍や全国大会出

場を果たした活躍は素晴らしいものでした。中で

も野球部の皆さんの夏の大会における活躍は甲子

園出場は逃しましたが学校全体の応援も得て実に

立派でしたし、吹奏楽部のハーモニーホールにお

ける第１回の演奏会は、部員の皆さんの意気込み

に加え、賛助出演のバトン部やチェア部にも花を

添えていただき大変感動的なものでした。最近で

は、国体出場を果たした皆さんや全国大会出場を

見事決めた女子サッカーなど、本当によく頑張っ

たと思います。心からおめでとうを申し上げます。

中には、第１シードで優勝候補と期待された野球

部が、春の甲子園大会に繋がる北信越地区高校野

球県大会の初戦でまさかの敗退という残念な結果

になりましたが、練習に練習を重ねても勝利して

いくことがいかに大変であるかを改めて感じるも

のでした。「失敗することで人は強くなっていく」

ことは多くの先人の教えです。野球部の皆さんに

は、今回のことを大きなバネにして一回りも二回

りもたくましいチームになって欲しいと心から念

じています。また、先日衛生看護科 2 年生の戴帽

式が多くの方々の参加のもと実に立派に行われ、

いよいよ本格的に病院へ出向いての実習が開始さ

れます。是非立派な看護師を目指して精進して欲

しいと思います。 

 このように、これまでの本校の様々な取り組み

や活躍を私は本当にうれしく思っています。とこ

ろで、皆さん一人ひとりにとってはどのような本

年度の前半だったでしょうか。この６ヶ月間の自

分を振り返り、自分自身どうであったかを検証し

てみることは、次へ繋がるとても意義のあること

です。本日、後期の始業式を迎え、いよいよ平成

１９年度の後半が始まります。「実りの秋」「文

化・芸術の秋」「読書の秋」「スポーツの秋」な

どと様々に表現されているように、これからの季

節は人間にとって最も成長し、充実する時と言わ

れています。本校においては、この後全校あげて

高校祭が盛大に行われます。そして、１０月には

２年生の九州並びにオーストラリア方面への修学

旅行などと大きな学校行事も続きます。また、学

習面においては各学年、各コースとも力をつける

様々な取り組みが行われます。私は常々、皆さん

には是非将来を常に意識した生活を送って欲しい

と願っています。それは特別難しいことではあり

ません。学校で計画されている日々の学習活動・

部活動・行事などに積極的に参加していくその積

み重ねが、将来に確実に繋がっていくのです。こ

れらに自ら主体的に取り組むことによって、多く

のことを学び、体験を繰り返していくことで自分

というものが作られていきます。苦手なことや少

々いやだなあと思うことにも、臆病にならないで

挑戦してください。以外とやれる自分を新たに発

見し、そんな自分に驚き、将来への勇気が沸いて

くるのです。 

 そこで、このような生活を送るためには何を大

切にしたら良いでしょうか。その重要なキーワー

ドとして、「時、時間」をあげることができます。

あらためて時間というものに着目してみてくださ

い。時間は不思議なものです。この時間を、アイ

ザック・ニュートンに代表される物理的な時間と、

アンリ・ベルグソンに代表される哲学的な時間の、

二つの時間、すなわち、時間を量と質の両面でと

らえてみては如何でしょうか。ベルグソンは、時

間というものを一生懸命考えたフランスの哲学者

です。同じ２０分でも、その人にとってのかけが

えのない２０分と、ただ物理的な２０分とは一人

ひとりにおいて意味が随分違ってきます。ベルグ

ソンは、私たちが生きる時間、生きているとわか

る時間を本当の時間と考えていました。自分が持

っている時間はとても貴重で大切なものですが、

この自分の時間をニュートン・タイムとベルグソ

ン・タイム両方で意識し、前向きで納得のいく取

り組みを心がけることで、大きな変化が生じてき

ます。例えば、「自分の大切な時間を相手にプレ

ゼントする」ことは、高価なプレゼントにも勝る

価値のあるプレゼントです。このことで、今まで
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見えなかった自分が見えてくることもあるでしょ

う。自分は忙しくても時間を割いて相手の相談に

耳を傾けてあげた人、あるいはボランティア活動

を体験した人は、このことを実感したのではない

でしょうか。先ずは高校祭です。これから数日間

の時間は皆さんに平等ですが、ニュートン・タイ

ムとベルグソン・タイムを意識し、皆さん一人ひ

とりの素晴らしい時間に演出していって欲しいと

思います。また、３年生の皆さんは、すでに就職

試験が始まりました。まさにこれからは受験本番

です。進路実現に向けて、強い意志と粘り強さを

もって是非１日１日をアグレッシブな気持ちで自

分を高めてください。これからの数ヶ月間の時間

は、大きな集中力が発揮でき、内容的には１年に

も匹敵する取り組みが可能な密度の濃い時間で

す。そして、人生において、自分の新たな力と自

信を獲得する貴重な時ですから悔いのないよう是

非がんばってください。いずれにしても、皆さん

に、「今、この時」を大切にした積極的な取り組

みを期待します。 

 今、学校は地震などに対する安全確保のため、

１号館の耐震工事が終了し、２号館の新築工事が

スタートしました。工事中皆さんには仮設校舎で

の授業など不自由をかけますが、より素晴らしい

教育環境を皆さんに提供するための不自由ですか

ら、しばらくの間どうか辛抱して欲しいと思いま

す。F 高校は、生徒の皆さんのことを常に考えて

います。一人ひとりが、この F 高校で学ぶことに

感謝して、これから始まる後期の学校生活を、大

きな夢と希望をもってスタートすることを願っ

て、始業式の式辞とします。」  

 

f.３年目校長所信  

 「本校のシンボルともいえる時計塔校舎（高校

２号館）が新築成り、K 学園のキャンパスの中で

も、緑色の屋根がひときわ青空に映え耀き渡って

います。この喜ばしいなか、高等学校…名、専攻

科…名の新入生が加わり、平成２０年度がスター

トいたしました。昨年度、本校の生徒たちは様々

な場面で大いに活躍し、学校全体に大きなエネル

ギーを与えてくれましたが、本年度もさらなる飛

躍を期待しています。  

 平成１８年度に、普通科、工業科、衛生看護科

の３学科１３コースに再編整備し、「普通科が新

しく生まれ変わります」というキャッチフレーズ

のもと、新たなスタートをきりました。K 学園の、

中学・高校・専攻科、そして大学・大学院と繋が

る素晴らしい教育環境を最大限に生かし、「躍進

を目指す普通科の進学を主体とする柱」「工業科

と衛生看護科の伝統的な専門系の柱」「実績めざ

ましいスポーツや文化芸術の柱」という三つの柱

を掲げ、この二年間様々な取り組みを進めてまい

りました。昨年度は、「２００７教育アクション

プラン」を策定し、本校の教育活動のなかで特に

重点的に取り組む内容を具体化し、全教職員の共

通理解のもとに生徒のためになる教育を展開して

まいりました。前期終了時には、その進捗状況に

ついての報告会も持ち、必要に応じて調整を行い、

本校の魅力アップ事業に繋いできました。  

 特に、新たに設けた募集企画部を中心に、全教

職員の協力を得て行ってきた生徒募集活動や広報

活動においては、学ぶべきことが多く、本校が今

後何を大切にすべきかについてたくさんの示唆を

いただきました。年々厳しくなる生徒募集の状況

下で、一昨年、さらに昨年と、併願出願者の飛躍

的増加など募集活動においてそれなりの成果をあ

げることができ、本校がこれから向おうとする方

向性を少しずつですが理解していただけたこと大

変有り難く思っております。しかし、このことは、

学校説明会や学校を訪問しての中学校の先生方と

の話し合いなど、本校の並々ならぬ営業の努力で

得られた面も非常に大きいと考えられます。とこ

ろが、募集活動を通して中学生、保護者の方、先

生方、学習塾関係の方、地域社会の方々との信頼

関係が深まることにより、話題は本校が現在行っ

ている教育の特色、生徒の学習状況や生活態度、

進路状況、教職員側の教育に対する熱意云々と、

本校の教育の質的問題に波及していきます。その

結果、募集活動において営業の力だけに頼ること

には限界があって、本校にふさわしい意欲ある生

徒を獲得するために、本校の教育力そのもののグ

レードをもっともっと向上させたいという思いを

私たちに強く起こさせます。地域社会の目は、大

変厳しいものです。常に周囲に見られているとい

う環境を作り、できるだけ多くの方々の意見を伺

う姿勢は、学校全体を向上させます。募集活動か

ら学ぶこの思いを、謙虚に本校の教育に生かし、

本校の教育をさらに充実させることが急務です。
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これまでの二年間をファーストステージとするな

らば、平成２０年度は、いよいよセカンドステー

ジへ移ることになります。セカンドステージでは、

本校の教育の「質的向上」と「募集活動」を常に

リンクさせ、自信を持って中身の伴った広報活動

ができる学校を目指すことが大きな目標です。  

 学校のなすべきことの一つは、生徒にしっかり

とした学力・体力を身につけさせること、いま一

つは、社会に貢献できる自立した人間に育てるこ

とであると思っています。本年度は、さらに教育

内容を充実させるため、主に次の四点に留意し、

より具体的な方策を加味した「２００８教育アク

ションプラン」を策定し、セカンドステージをス

タートしてまいります。  

①学校運営システムの機能化を  

 学科、コースが多い本校では、それぞれが充実

した教育活動を展開するために、教職員の各組織

が有機的に機能していくことが要求されます。そ

のために学校教育で重要な部門を明確にし、それ

ぞれに適正な人的配置をし、お互いが連携を密に

して校務に当たる体制を確立していきます。  

＜学校運営システム＞ 

②教育の要に生徒指導を  

 「建学の精神」のもと「文武両道」を掲げ、伝

統行事を重んじ、体験学習を大切にした本学の教

育は、人間教育を目指した素晴らしいものです。

この教育を進める中で、学校全体で取り組む細か

いところに配慮した生活指導の力は、本校の教育

を支える最も大きな力なのです。生徒は、本学の

校風を示す何よりの広告塔です。女子サッカー部

の生徒は、必ず立ち止まってしっかりした挨拶を

しますし、バトン部の生徒は、いつも笑顔で爽や

かな挨拶をします。思わず周囲の人も笑顔になり、

心地よい気分になります。このような小さな行為

一つ一つの積み重ねがコミュニケーション力を育

み、やがては必ず社会力に繋がっていきます。逸

脱行為等に対する対症療法的な特別指導の繰り返

しでなく、予防的な未然防止を目指した積極的生

徒指導への転換こそが必要です。  

③生きる力を育む基礎学力を  

 日々の授業は学校における命であって、教える

側は、決定されたカリキュラムに従ってそれぞれ

シラバスを作成し、生徒それぞれに細かく配慮し

た授業を展開していきます。学習面で苦手意識を

持った生徒もいる中で、興味を持たせる授業を展

開することは、大変エネルギーのいることですが、

勉強が苦手な生徒に対してこそ、それぞれのリテ

ラシーを身につけていく大切さを伝えていくこと

は必須です。本来、わからないことがわかるよう

になる、できないことができるようになることは、

大きな喜びのはずです。昨年度新しくキャリア教

育部を設け、様々な取り組みを行ってきましたが、

本校の進めるキャリア教育とリンクさせて、この

基礎学力定着の課題に取り組みます。学校を生き

る場とする生徒にとって、働くこととは学ぶこと

であり、学習することです。学力の向上を促進す

ることはキャリア教育の目標の大切な一部である

ことを、教える側も今一度再確認し、勉学に取り

組む力が、将来自ら生きていくための大きな力を

育むという共通認識のもとで、勉学する力をつけ

るための継続した粘り強い指導が求められます。

「F 高校は、すべての生徒に対して、勉強に力を

入れてくれる学校だ」という評価を得ていくこと

はとても重要なことです。  

④学校評価でさらなる勢いを  

 本年度新たに、工業科と衛生看護科においてビ

ジョン策定委員会を立ち上げ、普通科も含めた本

校全体のビジョンを検討しながら、特色ある私立

高校としてさらなる飛躍を目指していきます。高

等学校教育の根幹ともいえる進路指導は、最終的

には指導する側の哲学の問題に帰着するといわれ

ています。教職員研修や授業研究会などを通して、

質的向上を図り、一人ひとりの生徒に対して、そ

の生き方在り方にかかわるキャリア教育を学校全

体で推し進めてまいります。昨年度新設した進学

指導センターは、本校のすべての生徒のためのキ

ャリア学習センターです。さらに、附属中学校と

は、人事交流、教員の授業相互乗り入れ、中高連

携委員会により連携を深めます。また F 大学とは、

部長会議
教職会議

各種委員会等

学年会
１年、２年、３年

(専攻科１年、２年）

学科
普通科、工業科
衛生看護科

教科会

学校運営上の各部門
教務部他
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高大連絡協議会等を通して連携を深め、内部進学

者に対する指導も強化します。特別活動として評

価をいただいておりますスポーツ・文化芸術部門

のクラブ活動においては、一層の向上を目指しま

す。学校力向上のために、学校評価の重要性につ

いては論を俟たないところです。福井県私学６校

ですすめる学校評価事業とも連携し、文武両面に

おいてさらに勢いのある学校へと進化し、「生徒

の夢実現」のために全力を尽くします。」  

g. 「実績めざましいスポーツや文化芸術の柱」  

 私学において、部活動の活躍は欠かせない。  

運動部：野球、男女柔道、男女バレーボール、男

女馬術、男女ゴルフ、男女スキー、男女チアリー

ディング、バトントワリング、男女バドミントン、

男女水泳、男女サッカー、男女陸上、男女剣道、

男女空手、男女卓球 

文化部：吹奏楽、芸能、写真、自動車、囲碁・将

棋、放送音響技術、インターアクト、新聞、美術

アニメ、ダンス、箏曲  

同好会：日舞、英会話、ものづくり、コンピュー

タ、書道、茶道、保健、理科  

これらの中で、特に運動部の活躍は素晴らしく、

福井県内、北信越、全国さらには海外へと生徒の

夢は広がっていく。指導に当たる先生方のご苦労

は大変であるが、私学の取り組みを目の当たりに

して、夢の実現に伴走する指導者の姿には感銘し

た。この時期全国高等学校ゴルフ選手権春季大会

において兄妹で優勝するなど感動的な成果にいく

つも出会い、激励会などを通じて、部活動と生徒

指導のリンクをつくづく思った。そして指導者の

力量の重大さをこれまで以上に感じた。一方文化

部については、新入生歓迎会、伝統行事、学校祭

などで活躍の場が設定されていて、生徒はそれら

の発表に向けて熱心に活動している。文化部にお

いて特に吹奏楽部の充実は着任してから常に頭の

中にあった。それはマーチングバンド部門で活躍

していた吹奏楽部が、大編成の吹奏楽部への転換

期に直面したからである。数名の指導者を迎え、

新しい吹奏楽部編成に向かったが、なかなか順調

に移行せず困難であった。高校２号館に素晴らし

い音楽環境が作られ、ミニコンサートや説明会も

実施し、ハーモニーホールでの定期演奏会も行っ

たが、結果を急ぎすぎた感もある。芸術部門にお

ける指導者の指導はそれぞれの個性があり、生徒

との関係作りも簡単でなく、調整のための話し合

いを何度も持った。音楽コースへの生徒募集が厳

しくなってきたことも影響して、大編成の吹奏楽

部は新しい指導者を配置して存続しながらも以後

紆余曲折を辿ることになる。吹奏楽部は学校にと

ってとても重要なもので、是非時間をかけて当初

計画した１００人以上の部員をようする大編成を

目指して欲しいと願っていた。いずれにしても生

徒たちのこれら部活動の活躍は、学校全体の大き

なエネルギーである。しかし、一方では他校と同

じく部活動離れも顕著で、全校生徒の中で部活動

に加入している生徒数はまだまだ少なく、機会あ

るごとに人生をより豊かにする部活動への参加を

呼びかけていた。 

 この時期に F 高校卒業生である荻野正二選手・

清水邦広選手が北京オリンピックに出場すること

になり、平成２０年７月、講堂にて激励会を行い、

夢を世界に広げた。  

 「皆さんも記憶に新しいと思いますが、バレー

ボール男子日本代表が１６年ぶりのオリンピック

出場を決めました。その代表選手１２人の中には、

本校を卒業された、荻野正二主将と清水邦広選手

のお二人が名前を連ねています。荻野正二主将、

清水邦広選手、お忙しい中をようこそ母校へおい

でくださいました。ありがとうございます。  

 私も連日テレビで観戦しましたが、天王山とも

いえるオーストラリア戦での活躍、そして北京行

きを決めたアルゼンチン戦（６月７日）の一進一

退で手に汗握る息詰まる熱戦、そして最後に荻野

選手が決めた瞬間は今でも眼に焼き付いていま

す。 

 わが F 高校の先輩が、それも２人、日本代表と

して必死で戦っている様子を目の当たりにし、私

たちの思いは何か格別なものになって、本当に大

変な感動をいただきました。お二人は、私たち F

高校の本当に大きな誇りです。しかしこの感動の

陰には、お二人の並々ならぬご苦労と努力があっ

てのことだということを私たちは忘れてはならな

いでしょう。本当にご苦労さまでした。そして、

先般、当然のことですが、お二人とも日本代表選

手（１２名）に決まりました。荻野選手、清水選

手、本当におめでとうございます。心からお祝い

を申し上げます。北京オリンピックでのメダル獲

得を、私たちも心から応援し、お祈り申し上げま

福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）

34　Studies in and on Teacher Education , Vol.7 , 2014.6



す。そこで、本日は、ささやかですが私たち F 高

校のお二人への思いを是非お伝えしたくて、本当

にお忙しいお二人ですが、スケジュールールを調

整し時間を作っていただき、母校へおいでいただ

きました。ありがとうございます。ただ今から、

北京オリンピック出場の激励会です。F 高校のパ

ワーを全開にして、偉大な先輩お二人に最大級の

エールをおくりましょう。それでは、よろしくお

願いいたします。」 

 以後お二人の挨拶の後、生徒たちが企画した内

容で様々なパフォーマンスを交えて激励した。生

徒たちには「世界」を身近に感じるイベントとな

った。 

h.次への改革に向けて 

 初年度の進学指導センターの新設、そして高校

２号館の新築をはじめとして、学校の教育環境は

学園理事長のご理解と学園本部のご支援で見違え

るように素晴らしいものになってきた。学園の熱

さと時を逸しない行動に感謝すると同時に、ハー

ドウエアが一層光を放つ学校のソフトウエア面の

充実を、原点に戻って見つめなくてはいけないと

強く感じた。このことについては、管理職のメン

バー、コアメンバー、学園本部とも時を見つけて

熱く話し合った。学校において教職員のやりがい

感は教育全体に大きく影響する。高等学校におけ

る様々なイベントなどは、実にスピーディーに見

事に行う力を持っていて感心することが多い。し

かし、指示待ち状況からの脱皮はなかなか難しい

ことである。組織が複雑で行動空間も広く多方面

に渡るので、ビジョンの共有や危機管理において

は報告、連絡、相談の徹底を繰り返し伝えていく

必要もある。そのために校長室で数多くある会議

やミーティングを通して思いを共有し、アイデア

生産拠点にしたいと思っている。教職員の協力姿

勢にはいつも頭が下がる思いがしているので、校

長として様々なことにぶれずに決断していくこと

は責務である。校長にとって決断力、行動力は不

可欠であって、学校における様々な教育活動を進

めていく中で、さらに進化するために次のことを

具体化していきたいと考えた。  

①教育の要に生徒指導を  

・挨拶運動を全体運動にする。  

・警察との連携（交通事故防止、安全委員会等） 

により危機管理意識を高める。  

・一部でゼロトレランスを。  

・生徒会活動の活性化を図り、生徒を前面に出し 

て自立活動を促進する。  

・不登校、発達障害、LD、自閉傾向、軽い障害、 

特別支援、エスペルガーなど課題を持つ生徒の 

増加への対応として、保健室二人制、教育相談 室

のスタッフと外部機関との連携。  

・カウンセリング校内研修会、特別支援関係校内 

研修会等の実施。 

・教員は多忙で途中での教員補充は不可能に近い 

という厳しい状況のため、教職員のメンタルヘ 

ルスに心を配り、教職員の休養室設置とメンタ 

ルヘルス研修会を実施する。  

②生きる力を育む基礎学力を  

・キャリア教育のプログラムを導入し、資料室を 

充実し DVD による校内研修を実施する。  

・キャリア教育ワークショップを外部講師を招い 

て実施する。 

・キャリア教育課の部屋と資料室を新たに設ける。 

③アクションプランを進化させる 

・「２００８教育アクションプラン」に追加して  

 「２００８教育アクションプログラム」を策定し  

 てより具体的な目標を共有する。  

・生徒用、保護者用のダイジェスト版を作成し広  

  報する。 

・総括と課題の報告会と会議を年２回実施する。  

④学校評価 

・授業評価、学園の評価、人事考課、私立学校６ 

  校の学校評価事業を、学校力向上のために活用  

  する。 

・教育活動に繋がる評価を行う。  

 

３ . 飛躍のセカンド ステージに向けて     

   －探究・創造・人間教育－ 

（１）附属高等学校の４年目  

a. 校長所信 

 「学園創立６０周年の節目を迎える喜ばしい平

成２１年度が、高等学校…名、専攻科…名の新入

生が加わりスタートいたしました。昨年度、本校

の生徒・学生たちは様々な場面で大いに活躍し、

学校全体に大きなエネルギーを与えてくれました

が、本年度もさらなる飛躍を期待しています。  

 少子化が急速度で進む現状にあって、特色ある

私立高校として「選ばれる学校」であるためには、
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時代が変わっても不易なものは頑なに継承し、同

時に広く多くの方々のご意見を謙虚に聞き、次の

時代を見据えた的確なビジョンのもとに大胆な取

り組みも必要になってまいります。専門系の学校

としてスタートした本校は、その分野では高い評

価をいただいてきましたが、いわゆる難関の上級

学校への進学実績では後発隊です。そこで、特別

進学コースを中心とした進学指導を急ピッチで成

長させていくことが、地域のニーズに応えていく

ためにも急務でした。  

 「普通科が変わります」という目標のもと、こ

れまでの学科・コースを普通科中心に再編整備し、

普通科７コース、工業科６コース、衛生看護科の

３学科１３コースとした新たな教育体制は、本校

変革のファーストステージともいうべきもので、

本年度はいよいよその三年目に入ります。この間、

常に、 

(1)特別進学コースをはじめ進学を主体とした普

通   科の柱 

(2)伝統があり評価をいただいている工業科と衛

生   看護科の専門系の柱 

(3)学校の大きなエネルギーとなる実績めざまし

い   スポーツと文化芸術の柱  

この三つの柱を、さらに太くしっかりしたものに

していこうという共通理解のもと、様々なことに

取り組んでまいりました。  

 これまで過去二年間、学園本部のご理解とご支

援もあって、進学指導センターの開設や進学指導

スタッフ陣の強化など、対策を進め、学校訪問や

学校説明会をはじめとした広報活動も行ってきま

した。その結果特別進学コースと進学コースの併

願制は飛躍的に増加し、今年度の入試では、特別

進学コースと進学コースの併願制の戻りは…名と

年々増加状態になってきています。しかし、学校

全体では、推薦制入試・専願制入試における志願

者が近年厳しく、高等学校全体では昨年と同数の

…名で、定員充足率は９０％と、まだ目標とする

ものには遠い状況で、その対策が急がれます。進

学実績においては、国公立大学への合格者も徐々

に増加し、F 大学への進学者もほぼ１００名と、

生徒たちの大学進学に対する意識は強くなってき

ています。一方、約９０名におよぶ就職希望生に

は、昨年度以上に厳しい社会状況が待ち受けてい

ます。 

 このような現状を踏まえて、本年度は、この変

革の「飛躍のセカンドステージ」であると位置づ

け、本校のあらゆる教育活動において、そのソフ

ト面の充実と、質の一層の向上を図っていかなく

てはなりません。人間力向上の教育を基盤に、進

学指導の強化はもとより、基礎学力をつけるため

の学校全体での継続的な取り組みなどを通して、

本校教育のさらなる質的向上を図ることは必須

で、このことがひいては定員確保にも繋がる何よ

りのものと確信しております。教育力向上の中心

となるのは、２００７、８年と続けてきたものを

さらに進化させた、「２００９年教育アクション

プランとプログラム」で、マニフェストも含めて

より具体化し、このプログラムの実行を通してそ

の質的向上を図っていきます。  

 具体的には本年度、特に次の五つを重点課題と

して、取り組みを強化してまいります。  

①生活指導 

 「建学の精神」をあらゆる教育活動に繋ぎ、人

間教育をより深化させていきます。厳しさの中に

も温もりのある生活指導を中心に据え、学校生活

では礼に始まり礼に終わる心を育みます。「なら

ぬことはならぬものです」という言葉は、昔会津

藩の藩校日新館に入る前の幼年者に、毎日口誦を

義務づけたといわれる、「什の誓い」（什とは遊

び仲間のこと）にある一節です。「節義を重んず

る人格を育成」していくためには、まず生徒指導

において、この「してはいけないことはしてはい

けないのです」という指導者側の毅然とした姿勢

を、粘り強く伝え、理解を深めていくことがとて

も重要です。そしてさらに、挨拶運動などを展開

することにより、「人との心地よいコミニュケー

ション」の大切さを感じ取る体験的な教育を、全

校体制で取り組んでいきます。このことは、生徒

のあらゆる活動にプラスの面となって波及する大

変重要なものと考えています。  

②進路指導 

 進路指導は高等学校教育の中の大きな関門で、

キャリア教育課と進学指導課が、各学年会と連携

し、最新の情報を適宜検証しながら進めて参りま

す。生徒一人ひとりが、将来に向けての進路スト

ーリーを描けるよう、個人のカルテなどを利用し

てきめ細かい指導を展開していきます。そして、

進路実現に向け、大学受験を克服するためのより
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高い学力をつける特別講義や、高い資格取得のた

めの特別補習などによる支援も充実させていきま

す。特に特別進学コースにおいては、東大・京大

・阪大・医学部をはじめ、難関大学への夢を実現

すべく大きな目標を加味してレベルアップを図っ

ていきます。学校では、常に落ち着いて学習でき

る空間が是非とも必要です。その意味で生徒のた

めの学習センターである進学指導センターは、本

学の知の拠点ともいうべきもので、最先端の学習

支援や進路学習を円滑に行うためのスタッフや機

器類を完備し、附属中・高生がいつでも学習でき

るセンターとして、さらなる利用アップを期待し

ています。 

③中学・高校・大学連携  

 本学園の、中学、高校、大学と繋がる教育シス

テムは何よりのもので、この恵まれた教育環境の

中で、接続の利点を生かすことができれば、非常

に大きな力になります。大学の先生方のご理解に

より、工業科と大学の接続をより強くするため、

大学の先生方と工業科教員との協議会、さらには

高・大内部進学推進協議会、教養講座、出前講義

などを通して連携を強化していただいておりま

す。また、特別進学コース・進学コースを除く生

徒に対しては、これまで基礎学力の定着を目指し

てワンウィークトライアルや特別補習などを行っ

てきましたが、本年度はカリキュラムに組み込み、

F 大学をはじめとして次の進路への接続がスムー

スにできるよう、基礎学力アップに一層の改善を

図ります。また、附属中学校においては、文武両

面における従来の中・高一貫した教育に加えて、

６年間を見越した６年制一貫教育コースを設ける

構想を具体化していきます。よりハイレベルでス

ピードアップした教育を展開するこのコースは、

次世代を見据えたシステムで、必ずや期待に添え

るものです。 

④衛生看護科 

 衛生看護科は、本年度から５年一貫教育に完全

に移行し、その記念すべき第一期生を送り出すと

いう大きな転機を迎えます。昨年度末の看護師国

家試験の合格発表において、…名が見事合格し、

今回も関係の先生方のご指導で合格率９４％とい

う素晴らしい結果を残すことができました。今後、

社会人入学制度で培ってきた力と伝統を引き継

ぎ、さらに５年一貫教育システムの良さを生かし

て、これまで以上の成果を目指していきます。  

⑤スポーツ・文化芸術部門  

 これまでにも数々の華々しい実績を積み重ねて

いるクラブ活動や特別活動においては、練習への

取り組みも素晴らしく、多くの部が全国大会への

出場を果たし成果を上げることができました。本

学の伝統行事「ひな祭り」で素晴らしいピアノ演

奏を披露した音楽コースの過年度卒業生 A 君が、

東京芸術大学に見事合格を果たしました。また全

国ゴルフ高校選手権春季大会で M 兄妹が男子の

部、女子の部で共に日本一という栄光を勝ち取り

ました。生徒たちは、考えられないような快挙を

実現してくれます。このような目覚ましい活躍は、

学校全体の本当に大きなエネルギーです。指導者

のご苦労は大変なものですが、是非本年度は、全

国大会出場を目指す目標をもう一段高めて、全国

上位を目指すことを視野に、一層の飛躍をお願い

したいと思います。  

 このように山積する想いは枚挙にいとまがあり

ませんが、何より心強いことは、本校の教職員の

皆さんの意欲が至る所に感じられることです。学

校として、地域社会のニーズに応え、地域社会か

ら評価を得、そして地域社会に貢献していくこと

は大きな使命です。そのためにも、例えば、難関

大学に進みたい生徒の夢を実現させる学校の力、

全国優勝を夢見る生徒にそれを実現させる学校の

力、その他様々な生徒の夢を実現させる力を学校

がつけていければ素晴らしいものになります。そ

の力をつけるため日々努力しているのですが、学

園創立６０周年を機に学園の「アクションプラン

６０」で、将来を見据えた本校のさらに明るいビ

ジョンを明確にし、私たち全教職員と生徒たちそ

して保護者の皆様が、大きな一つのベクトルとな

って進むことができれば、これこそまさに「飛躍

のセカンドステージ」となるでしょう。本年度は

本校のさらなる飛躍を目指して、学科・コースの

第２弾の大きな再編整備を行います。これまでの

プロジェクトチームを拡張し、全校あげて知恵を

出し合い、教職員の意識改革のもとに、次の時代

にふさわしい F 高校の形をデザインしていきま

す。平成２１年度も、「今いる生徒に最高の教育

を」を合い言葉に、文武両面においてさらに勢い

のある学校を目指し、「生徒の夢実現」のために

全力を尽くします。」  
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b. 学科・コースの再編整備第 2 弾 

 平成１８年度に学科・コースの改編の第１弾を

計画し、以後特色ある私立高校として様々な新

しい取り組みを進めてきたが、改編後の取り組

みでさらに方向性が明確になったことと、K 学園

創立６０周年を機に、一層の飛躍を期して第２

弾となる学科・コースの再編を予定通り行うこ

とを決断した。その大きな理由は、生徒、保護

者、地域社会の方々のニーズが大きく変化して

きているということである。ここ数年確実に上

級学校への進学者が増加しており、特に専門科

目の多い学科・コースにおいては、従来の教育

課程では希望の進路実現を果たすことができ

なくなってきていた。学校として、地域社会の

ニーズに応え、地域社会から評価を得、そして

地域社会に貢献していくことは大きな使命で

あって、様々な生徒の夢を実現させる力を学校

はつけていかなくてはならなくなっていた。第

２弾の改編は、真の意味で本学の「建学の精神」

が生かされるよう、三つの教育目標、①探究・

創造教育、②心・人間教育、③スポーツ・文化

芸術教育、を学びの中心に据え、社会人として

生きていく力を生徒一人ひとりにつけていく

ための教育課程編成に伴う学科・コースの改編

ということである。学科・コースのネーミング

については探究的なカリキュラムを導入して

いきたい意向もあって、探究という言葉を入れ

る案もいくつか検討したが、中学生にとってわ

かりやすい言葉にしようということで、進学と

いう言葉に落ち着いた。この「進学」すなわち

「学問の道に進み励むこと」をキーワードに大き

な改編を行うことになった。大きくは、新設の

特別進学科、進学科と、福井県でただ一つの衛

生看護科（５年一貫教育）の３学科体制で、多

くの方々のご期待にそえる教育をしっかり進

め、有為な人材育成に全力で取り組んでいく決

意を固めた。学科・コースの再編整備に伴う様々

な事柄は、第１弾の改編と同様な手順を踏みなが

ら行ったが、カリキュラム上の問題や専門学科と

しての学科編成などの認可の問題については、県

の大学私学振興課に多大なご協力をいただき実施

できるところまで辿り着いた。クリヤーすべき諸

課題を克服し、学園の理事会・評議員会における

説明と了解を得て、募集企画課を中心に全教職員

が協力して広報活動を展開していった。各中学校、

塾関係者への説明会、学校を訪問してのプレゼン

テーション、地区での説明会、ポスター、パンフ

レットの作成、ホームページでの広報、新聞広告

など広報活動は多岐に及んだ。県記者クラブでの

発表も行った。本学の礎となって努力し実績を積

んできた「工業科」という学科名が、時代の流れ

の中でなくなるということは学校の歴史的にも大

きな改革である。工業科の内容は創造科学コース

の中に移行するとはいえ、この改編が実現できた

のは、学園理事長の決断と学園本部のご理解があ

ってのことで、校長として感謝の気持ちで一杯で

あった。 

３学科１３コースは次の３学科７コースに改編す

ることになった。コースにはさらに分野を設け、

生徒のより細かいニーズに応えられるよう配慮し

た。 

特別進学科：スーパー特進コース、特別進学(スポ 

ーツ特進）コース、選抜一貫コース  

進学科：進学コースⅠ類、進学コースⅡ類（普通、 

情報、デザイン、音楽・吹奏楽分野）、体育コ ー

ス、創造科学コース（住環境、電気・コンピ ュ

ータ、機械システム分野）  

衛生看護科、[衛生看科専攻科] 

 以後、第２弾の学科・コースを改編するに当た

り、第１弾の改編時と同様、次年度新しいスター

トが出来るよう打ち合わせや会議を重ね、入学者

選抜試験はじめ各部門において粛々と準備を進め

ていった。 

c.卒業式       

 F 高校の卒業式は毎年多くの来賓をお招きし

て、厳粛に行う。先生方のご指導により、卒業生

の式に臨む態度は立派で、その伝統は在校生に受

け継がれて毎年感動的なものになる。私は高等学

校の卒業式に４回臨んだが、どれも素晴らしいも

のであった。来賓の方々からもお褒めの言葉をい

ただき、生徒たちに感謝した。最後の卒業式は、

第１弾の学科・コースの改編で入学した生徒たち

を送るので感慨深かった。  

 「冬の厳しさもようやくやわらぎ、校庭の木々

も芽吹きはじめ、春の息吹とともに明るい希望に

満ちた季節が訪れようとしています。この良き日

に、第５９回 F 大学附属 F 高等学校並びに第１１

回衛生看護専攻科の卒業証書授与式を挙行いたし
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ましたところ、福井県総務部大学・私学振興課課

長様、福井県中学校長会会長福井市 M 中学校校長

先生をはじめ、各中学校の校長先生方、諸先生方、

多数のご来賓と保護者の皆様、そして理事長先生

はじめ本学学園理事各位のご臨席を賜り、卒業生

の前途を祝福していただきますことは、卒業生は

もとより、私ども教職員並びに在校生一同にとり

まして、この上ない喜びでございます。ご臨席く

ださいました皆様に、心から御礼を申し上げます。 

 ただ今、衛生看護専攻科…名、福井高等学校…

名に卒業証書を授与いたしました。皆さん、卒業

おめでとうございます。皆さんは希望に胸ふくら

ませ、本校の門をくぐって以来、熱心な勉学や活

躍目覚ましい部活動、伝統のある学校行事などに

おいて、お互いに友情を育むとともに、熱き青春

のエネルギーを燃焼させて、輝かしい学校生活を

築き上げました。 

 高等学校において、今年度卒業される皆さんは、

３年前に新しく学科・コースの改編を行った際の

入学生です。「躍進を目指す普通科の進学を主体

とする柱」「工業科と衛生看護科の伝統的な専門

系の柱」「躍進めざましいスポーツや文化芸術の

柱」という大きな三つの教育の柱を軸に、充実し

た教育活動を展開し、「高い知恵」と「豊かな感

性」、そして「健康な心身」を育み、皆さんは勿

論のこと、学校全体としても大きく飛躍した３年

間でした。 

 また、衛生看護専攻科の卒業生の皆さんは、本

学の衛生看護科が５年一貫教育の新体制にシフト

した第一期生です。皆さんは第一期生としての自

覚を持って、専攻科に入学してからの２年間、本

当に強い目的意識のもと、高度医療に対応するた

めの厳しい勉学や病院実習を通し、信頼される看

護師の道を着実に歩んでこられました。先日は看

護師国家試験の受験も終え、全員の合格を心から

念じているところです。第一期生という責任の重

さは、時には皆さんにとってプレッシャーとなっ

て厳しくのしかかったこともあったでしょうが、

皆さんが立派に築いてきた新生衛生看護専攻科

は、後輩をはじめ他の範となるものでした。  

 このように高等学校の卒業生の皆さんも、専攻

科の卒業生の皆さんも、まさに「変革・チェンジ」

のまっただ中に身を置いただけに、良かったこと

や苦しんだこと、悩んだことなど数多くあったこ

とでしょう。それらを乗り越えて今日の日を迎え、

皆さんの胸の中は感無量の思いで一杯ではないか

と思います。苦しみや悩みを乗り越えてきた、皆

さんの日頃のたゆまぬ努力と精進に対して、心か

ら賛辞を送ります。本当におめでとうございます。 

 また、ご列席の保護者の皆様、お子様のご卒業

誠におめでとうございます。この日を迎えるまで、

何かとご苦労も多かったのではないかと拝察いた

します。それだけに、このように立派に成長され、

晴れて今日のご卒業は感慨ひとしおのものがおあ

りかと思います。逞しく成長されたお子様が、門

出の日を迎えられたことに対しまして、心からお

祝いを申し上げます。またこの間、本校教育のた

めに、多大なご高配を賜りましたことに対しまし

て、厚く御礼を申し上げます。 

 「光は躍る北陸の 空に希望の眉あげて ああ

世を拓く新しき 技をひたすら学びゆく われら

が F 高校の 若き力をいざ誇れ」は、これまで何

度も歌ってきた校歌の一番です。本校の校歌は、

曲も勿論素晴らしいですが、詩が実に素晴らしく、

学校の思いが全編に込められています。先般行わ

れた春高バレーの決勝戦は、熱い戦いの末見事勝

利し全国大会への出場を決めましたが、勝利をお

さめた直後、選手諸君が応援席に駆け寄り応援席

の皆さんと一緒に、出せる限りの大きな声で校歌

を大合唱し勝利を喜ぶ光景は、本校の伝統が力強

く一輪一輪作られていくことを実感させてくれる

もので、目頭が熱くなりました。校歌は不思議な

もので、時には学校全体に大きな力を波のように

運びます。皆さんは校歌の一節にあるように、「空

に希望の眉あげて」これまで学校生活を過ごして

来ました。そして、今本校での学校生活を終え卒

業を迎えた皆さんの表情は、まさに、高浜虚子の

「卒業の眉打ち上げて来りたり」の句にぴったり

で、私には皆さんの将来に向けての全身にみなぎ

る気概が伝わってきて、本当に頼もしく思えます。

皆さんには今の気概を心に、この２１世紀を逞し

く生きていってほしいと願っています。卒業後も

本校の素晴らしい校歌を、是非心の支えとしてく

ださい。 

 校歌の中に、「技をひたすら学びゆく」という

一節があります。さらに二番には「技と心を磨き

ゆく」、三番には「技の真理を究めゆく」と続き

ますが、私はこの「技」という言葉が今のような
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時代だからこそ、非常に大切であると常々思って

います。かって「日本人」と「勤勉」はセットで、

国際社会でも日本人の勤勉さは疑われることがな

かったのですが、今「日本人はなぜこんなに学ば

なくなってしまったのだろうか」と危機感をもっ

て語られることが多くなっています。現代社会は

あまりに情報が多く氾濫し、ただ情報を水平に移

動するだけの快楽消費に陥る傾向が強くなってい

ます。しかし、物事には深さと高さがありますか

ら、我慢強く掘り下げ、よじ登り、積み上げる垂

直的な充実感を共有することをしなければ、生き

る手応えは格段に違ってしまいます。「知ってい

ること」と「できる」ことは全く違うことなので

す。この間には、深い川が流れているのです。そ

して、この川に橋を架けるのが「技」なのです。

この習得には大変な根気が必要で、反復練習を重

ねいつでも確実に使えるものとなってはじめて自

分の心身の一部になり、身の内部に染み込み、自

分を信頼できるようになるのです。「技」は何も

体で身につけた技ばかりではなく、読書も勉強も

コミュニケーションもアイデアを生み出すことな

どもすべて「技」です。そして、「学ぶ心」は反

復強化することで、「心の技」にもなり一生を活

気づけてくれるのです。その「技」で他の人を幸

福にすることを生き甲斐にできたら、本当に素晴

らしいことです。本校の教育は、伝統的にこの「技」

を大切にしてきました。「技」を学ぶ心は、一人

で身につくものではありません。学ぶ人の姿にあ

こがれを感じて、自分も学びたくなったら、それ

はまさに祝祭なのです。今後も、学びへのあこが

れにあこがれ、この祝祭の気分を味わい続けてく

ださい。 

 最後になりますが、皆さんが本校のすべての教

育課程を修了できたのは、それぞれの努力の賜物

であることは勿論ですが、ご家族はもとより、K

学園と担任の先生はじめ諸先生方、そして地域の

方々のお世話になったご恩を決して忘れてはなら

ないでしょう。母校の「建学の精神」で培った力

を信じ、何度となく歌った校歌を心の支えとして、

着実に歩まれることを願って止みません。皆さん

のこれからの日々が、幸多いものでありますよう

心から祈念して、卒業式の式辞といたします。」 

d.校長の発信「文」 

 校長の発信の中で、「文」は挨拶文や報告文、

巻頭言などが多い。その中で年度終わりに卒業記

念の意味も込めて編集する生徒会誌などは、生徒

に対するまとまった発信の一つである。  

 勤務 4 年目には、「心訓と下座行」というタイ

トルで、次の「文」を載せた。  

 「年末恒例となっています「今年の漢字」で、

昨年の一文字のお披露目は、予想に違わず「新」

でした。オバマ大統領就任や我が国における新政

権発足など政治の一新に加え、裁判員制度や高速

道路料金割引などさまざまな新制度のスタート、

新型インフルエンザの流行、高速水着による競泳

の世界新記録ラッシュ、イチローの連続２００本

安打新記録。さらには日本の科学技術の高さと進

展を示す、日本人初となる若田氏の宇宙基地にお

ける長期滞在や、Ｈ２Ａロケットの次々と新たな

打ち上げ成功などといった世相を反映して、大方

の人が予想したとおりの一文字になりました。

「新」という文字には、希望や期待そして意欲に

繋がる不思議な力があります。本校も K 学園創立

６０周年を迎え、新年度から現在の学科・コース

を再編し、新しく特別進学科、進学科を新設し一

層の飛躍を目指します。本校は、「建学の精神」

に則り、三つの教育目標①探究・創造教育、②心

・人間教育、③スポーツ・文化芸術教育を学びの

中心に据え、魅力ある私立高校として着実に進化

しているのです。 

 一方社会に目を転じれば、依然として世界的な

経済不況は続き、巨大な自動車産業が破綻するな

ど想像を超えるようなことが現実となっていま

す。国内の景気も未だ回復せず、雇用不安、デフ

レの進行など不安材料が山積しています。そして

この影響は、私たちの生活にも押し寄せているこ

とは事実です。いつの時代にあっても、人は、困

難を乗り越えてきた様々な歴史や先人が残した生

き方を謙虚に学ぶことで、生きる力を育んできま

した。このように混迷した変化の激しい時代だか

らこそ、私たちには新しいことにチャレンジする

と同時に、これまで以上に物事の価値とか善悪を

判断する明晰なまなざしが必要になってくるので

す。先人に学び、自分の生き方を常に検証しなが

ら、人として何が大切なのかを見失うことなく行

動したいものです。  

 ところで、私が中学生や高校生の頃でしたが、

学校で良い詩や文章を暗唱することが課題になっ
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たことが度々ありました。宮沢賢治の「雨ニモマ

ケズ」などは、皆で競って暗唱したものですし、

高校の国語の授業で、先生が突然白居易の「長恨

歌」を得意げに朗々と詠じ始め、教室内が聞き入

ってシーンとなり、後で大喝采が沸き起こったこ

となどが思い出されます。その当時記憶したもの

は年月が経っても心に残っているから不思議なも

ので、このような詩や文章が、これまで無意識の

うちにも「生きる力」になっているとしたら、そ

れは素晴らしいことではないでしょうか。印象深

いものがいくつかあるのですが、特に福沢諭吉作

といわれている「心訓」は、強く脳裏に残ってい

ます。 

一、世の中で一番楽しく立派なことは一生涯を貫 

 く仕事を持つことです。  

一、世の中で一番みじめなことは教養のないこと 

 です。 

一、世の中で一番さびしいことは仕事のないこと 

 です。 

一、世の中で一番みにくいことは他人の生活をう 

 らやむことです。 

一、世の中で一番尊いことは人のために奉仕して 

 決して恩に着せないことです。  

一、世の中で一番美しいことはすべてのものに愛 

 情を持つことです。 

一、世の中で一番悲しいことはうそをつくことで 

 す。 

 皆さんは本校で「キャリアデザインノート」な

どを使用しながら、進路に関する学習を深めたこ

とと思います。この問題は結局、自分自身の「人

としての生き方・在り方」の問題に帰着していく

ことに気づかされたのではないでしょうか。本校

は「キャリア教育」を大きな教育テーマとしてい

ますが、このテーマを思うとき、この「心訓」の

文言が思い出されます。２０世紀後半から物質的

な豊かさを味わった私たちは、２１世紀に入りそ

のツケとも思える混沌とした時代に身を置くこと

になり、今一層この「心訓」がしみじみと心の中

に入ってくるのかも知れません。  

 ４月の始業式以来、皆さんは、日々の学習活動

や部活動をはじめとする特別活動、多くの学校行

事に立派に取り組んできました。その中でも、卒

業する３年生の活躍は素晴らしいものでした。さ

らに、皆さん同士や先生方との元気でとても気持

ちの良い挨拶や高校生らしい立ち居振る舞い、お

互いの爽やかなコミュニケーション、そして、こ

の恵まれた教育環境を全員で大切にする気風が受

け継がれていることを大変うれしく思っていま

す。私は皆さんのこのような活躍を見る中で、「下

座行」の大切さをあらためて強く感じました。「下

座行」とは、身はその人の実力以下の地位にあり

ながら、これに対して不平、不満の色を人に示さ

ず、それをもってかえって自分を識り、自分を磨

く最適の場所と心得て、自分の仕事に精進する人

間的生活態度のことです。物事にはすべて基礎と

か土台というものが必要ですが、人間を鍛えてい

く土台はこの「下座行」ではないかと、私は常々

思っています。たとえば、自分の実力以下の仕事

を与えられても精励する、自分よりも力量が劣る

人のもとでも誠心誠意行う、目下の人に対しても

礼儀を守る、人の目を気にせず黙々と掃除をした

りゴミを拾ったりする。こうしたことを人知れず

とも自ら進んで行い続けることで、自ずと自己が

鍛えられていき、やがてその人の中に本物の人間

的な光が身についていくのでしょう。人は、実力

以下の仕事に取り組む姿勢いかんで、その力を試

され、実力より下がった分だけ鍛えられるわけで

す。これまでの数々の学校活動において、本校の

エネルギーを遺憾なく発揮しましたが、その陰に

は、例えば試合には出場できないが黙々と練習を

続け応援やその他の力になった多くの皆さんがい

ます。また、学習の成果発表で縁の下の力もちと

してコツコツ役割を果たしたり、表に出ないが生

徒会活動に協力し支えてくれたりした皆さんがい

ます。その人たちの力は想像以上に大きなもので

すし、その行いが実は「下座行」そのもので、そ

の人自身を大きく成長させるものなのです。これ

まで様々な分野で活躍する皆さんを見て、本校に

この「下座行」の精神を垣間見ることができ、と

てもうれしい気分になりました。「下座行」の大

切さを理解し、実行していくことは、実は七つの

「心訓」に通じる具体的な行いなのです。詩人坂

村真民は、「下座行に あけくれるひとの 足の

裏の こうごうしさよ ひかりよ ありがたさ

よ」と一編の詩の中で讃えています。自分の存在

は、二つとないかけがえのないものです。誇りを

持ってそれぞれ「下座」を行じ、さらに人間性を

高めていってください。」  
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(２) 学校マネジメントと校長のリーダーシップ 

        ・・・自らへの戒めの事柄  

 ４年間にわたる学校改革に併走する歩みを振り

返えるなかで、私自身が学校マネジメントと校長

のリーダーシップについて何を意識しながら取り

組んできたかを考えると、やはり長い間の公立学

校勤務を通して学ばせていただいた多くの事柄が

ベースになっていることに気付く。私個人のパー

ソナリティーも大きく影響しているので偏ってい

る事柄も多々あるが、自分への戒めも含めて大切

にしていきたいという事柄は非常にたくさんあ

る。４年間の校長職を務めるなかでも、無意識の

うちに個人としてこだわってきた事柄も多く、独

りよがりのところも多かったのではないかと反省

している。本文の中でいくつか述べてきたが、さ

らに加えて次の事柄は特に大事にしたいと自分へ

の戒めとして常々心して職務にあたってきた。し

かし、振り返れば果たしてどれだけ実行が伴って

いたのかどうかは厳しい評価になる。  

①  問題解決能力は校長の必須能力で自らが学び

続け鍛えなくてはいけない。  

 単に与えられた問題を処理する能力ではなく、

自ら問題を発見し解決していく能力が校長には必

須である。校長の責務はまず問題を発見すること

であって、そのために日頃から教育の分野はもと

より多方面にわたる幅広い情報収集と引き出しを

多くしておかねばならない。問題というのは、理

想と現実のギャップであって、このようにありた

いという理想とそれに対して現実はこうであると

いう落差として意識されるものであって、現状に

甘んじて理想と現実のギャップを感じなければ何

が問題かも見えてこない。問題が存在するにもか

かわらずそれを問題と意識しなければそのことこ

そが大きな問題となる。問題がはっきりした段階

で、その解決のための道筋と方策を示すことが校

長には求められる。到達すべきゴールに向けてど

のような手順と方法で進めていくかを具体的に明

示する必要がある。そのためには様々な分野にお

ける知恵や方法が必要となり、併せて時々に応じ

た校長の探究力、判断力、決断力、行動力が重要

なキーとなる。 

② 「校長が変われば学校が変わる」は数多くの実  

 例に支えられた真実である。  

 学校組織のリーダーとしてこのことを常に肝に

銘じておかねばならない。教育改革の目指すとこ

ろは、教育の原点に立ち返って当たり前のことを

当たり前にしっかり日常の学校レベルで実現して

いくことである。個々の地域や学校、各教室や実

際の授業において、改善された、良くなったとい

うことが誰もが実感できるようなものでなくては

いけない。そのために変革は一番必要なところか

ら、そして一番変革しやすいところから取り組む

ことが肝要である。  

③  組織マネジメントにおいては先人に学び次の

箴  言を大切にする。 

 この箴言は４０代前半に目にしたものである

が、なぜかずっと心に残っているものである。振

り返れば、教師の生徒に対する心構えについての

示唆にもとれた内容であった。  

一. 人の長所を始めより知らんと求むべからず。 

人を用ひて、始めて、長所の現るるものなり。  

一. 人は、その長所のみを取らば即ち可なり。短 

  所を知るを要せず。  

一. 己が好みに合う者のみを用ふる勿れ。  

一. 小過を咎むる要なし、ただ、事を大切になさ 

ば可なり。 

一. 用ふる上は、そのことを十分に委ぬべし。  

一. 上にある者、下の者と、才智を争ふべからず。 

一. 人材は、必ず、一癖あるものなり。器材なる 

  が故なり。癖を捨つべからず。  

一. かくして、上手に人を用うれば事に適し、時  

  に応ずる人物、必ずこれにあり。   

一. 小事を気にせず、流れる雲のごとし。     

                    （荻生徂徠 徂徠訓） 

④ 学校を心から愛する努力を怠らない。  

  校長はその学校が好きで、心から愛する気持ち

を自分自身醸成していくことが大切である。学校

とは生徒、教職員はもとより学校に関係するすべ

ての人々や物、事柄である。この努力を続けてい

くことによって、この気持ちは、様々な場所や場

面で自然と伝わっていくものである。  

⑤ すべての教職員はかけがえのない存在である。 

 学校という組織は大きな生き物で、複雑な人間

関係からなる実に巨大なシステムである。学校組

織は教職員全員のそれぞれの役割におけるダイナ

ミックな動きによって大きな力を発揮し、成長す

る生徒たちの教育を推し進めている。特に事務部

や校務関係に携わっている方々のお陰で支えてい
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ただいていることは多い。また F 高校においては

多くの講師の先生方に様々な面で学校を支えてい

ただいているので、いつも感謝の気持ちで一杯で

あった。学校はどの一人が欠けても不具合を生じ

るという感謝の気持ちを常に持ち、その気持ちを

様々な場で伝えていくことが大切である。  

⑥ 校内人事こそ重要で役割分担の共通理解を図

るためエネルギーを注ぐ。  

 教師は組織人である。学校という組織において

教職員の年齢構成でアンバランス感があったとし

ても、一番身近な校内における人事こそが大切で

ある。多くの意見を取り入れ、時間をかけこれに

エネルギーを注ぐことによってアンバランス感は

解消され、役割分担の意味が理解され、ベストに

近い組織が構築される。教師自身の存在感を増す

ことは責任感に波及し、学校の教育力をより確か

なものへと近づけることができる。「勤務に関す

る希望表」等による教職員の諸意見・希望調査を

形式的に終わらせるのではなく、内容を掌握し直

接話し合い、粘り強く希望にそえる形を実現して

いく取り組みは、やりがい感を醸成するために非

常に重要である。 

⑦ 教師のメンタルヘルスのための環境整備につ

とめる。 

 教師は多忙であり、限られた人にややもすると

仕事が集中する傾向があるので、状況を注意深く

見て改善することは必須である。環境改善と併せ

て、保健室、相談室、教師の休養室、教師の休憩

室、事例研究（ケーススタディー）、外部人材と

の連携、校内研修会などの活動は重要は教師のス

トレスを改善し、生徒理解の力量アップにもつな

がる。教師のメンタルヘルスをケアする取り組み

は重要である。 

⑧ 学校を開きクレームをチャンスと捉える。  

 学校における教育は学校だけで行える時代では

ない。保護者・同窓会・地域・外部関係機関など

多くの他の資源の理解と支援が必要であって、そ

の外部への積極的な情報公開は、学校に対するク

レームへの対応をも柔軟にし、学校の改革・改善

に向けて推進する組織力をもたらす。  

⑨ 教育施策をﾌﾟﾗｽに捉え学校改革を目指す。  

 入試制度、カリキュラム、ゆとりと学力、教員

研修などの大きな教育政策の変遷は、教職員の過

度の労力やエネルギーを伴うこととなる。避けて

通れないこれらの対応には、正確な情報を入手し、

できうる限り早めに議論を重ねて対策を講じ、こ

のことをチャンスと捉えて学校の教育改革にまで

発展させる取り組みに転換していく。  

⑩ 学校評価は危機管理に直結する。  

 学校評価を、評価されるという意識でなく、学

校の成長に寄与するものと捉え、検討を重ね改善

に結びつける。生徒の様々な活動に出来うるかぎ

り寄り添い、生徒の声を直接聞き、保護者、地域

の声に耳を傾けて、教職員との間の報告・連絡・

相談を複線的に行っていくことが、それぞれが学

校マネジメントの中心にいるという意識を持つこ

とになり、危機管理に繋がる。  

 

おわり に  

 体力と気力の衰えでご迷惑をお掛けしてはいけ

ないと思い、２０１０年３月、学園理事長にはわ

がままを聞いていただき、F 高校の校長を辞した。

役割を終えたので同時に K 学園も辞した。F 高校

は第２弾の学科・コースの大きな改編により、今

後さらなる飛躍を目指す。この時期に辞すること

は心苦しかったが、これまで一緒に様々なことに

取り組んできた新校長のもとでさらなるステップ

アップが期待できた。私としては出来うるかぎり

接続の責務を果そうとこれまで心がけてはきたの

で、今回は私の理想とする接続でとても安心でき

るものであった。 

 F 高校の校長として勤務した４年間の学校改革

は、F 高校のこれまでの歴史の中でもドラスティ

クとも言える改革であった。学校マネジメントと

校長のリーダーシップを考えるとき、校長の発進

力は大切で、このことを意識し校長としての考え

や思いを常日頃言葉や文字で発信することが重要

であると考え、十分とは言えないが実践してきた

つもりである。特にキーワードとなる言葉は、意

識的に繰り返し繰り返し発信する必要があると考

えていた。ここでは主に校長からの「話」と「文」

による発信に視点を当てて、４年間一体どのよう

なことを発信していたのだろうかをほんの一部分

しか取り上げることは出来なかったが振り返って

みた。これだけの振り返りでも学校マネジメント

と校長のリーダーシップの観点から省察してみる

と、「こうしたら良かった」「このところも触れ

ておくべきだったとか」「自分の理解や配慮が足
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りなかった」など、時間が随分経過した現在でも

様々なことが脳裏を横切った。  

 見えていなかった私学の教育に身を置くこと

は、毎日が学びの連続で新鮮であった。学校にお

いて、不易なものを大切にしながらも、常に次の

時代を見据えて新しいことに挑戦し、進化し続け

ることは不可欠である。私にとっては、公立学校

を退職した身で、その責務を果たすため加齢によ

る体力と気力の衰えをいかに克服するかが大きな

課題であった。肉体的にも精神的にも大変多忙な

４年間ではあったが、学園理事長、学園専務はじ

め学園本部の方々、中学校・高等学校・専攻科の

教職員の方々など K学園関係の多くの方々に助け

られ多くの力をいただいたお陰で、将来に向けた

学校改革の一時期を務めることが出来たこと、そ

して教育の広さを学べたことに対する感謝の気持

ちで一杯である。 

 K 学園を辞して、縁あって福井大学教職大学院

でお世話になり４年を経過した。省察と実践の往

還を繰り返す教育活動に参加し新しい多くの学び

を得て、教師の力量とは？、教師教育とは？、「よ

い」学校づくりとは？などについてあらためて問

い直している。これまで「教師教育研究 VOL.4、

VOL.5、VOL.6」の中で、「教師の力量形成と研修」、

「教師の力量形成と進路指導教育・キャリア教

育」、「教師の力量形成と生徒指導」について振

り返りを記述してきたが、今回は過去に遡るが私

学での拙い自分の経験を振り返ってみようと思う

ようになった。ここでは限られた部分の記述に終

わり不備なものになってしまったが、私にとって

は教師教育研究 VOL.７のお陰で、原稿作成に伴

う多くの振り返りができとても感謝している。
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